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平成26年

月号

みんなで守る
まつのの平和‼

　４月６日から15日にかけて、
春の全国交通安全運動が行わ
れました。松丸保育園と吉野
生保育園による、交通ルール
の呼びかけが行われ、運転手
に園児たちが作ったマスコッ
トが贈られました。
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平成２６年度町政の基本方針と重点施策

平
成
26
年
度
町
政
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策

産
業
の
振
興
に
よ
る
所
得
向
上
、
経
済
活
性
化
、
雇
用
対
策

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
は
、
生
産
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
、
鳥
獣
被
害
の
増
加
や
耕
作
放
棄

地
に
よ
る
農
地
の
荒
廃
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
農
産
物
価
格
が
低
迷
す
る
一
方
、
生
産
資
材
価
格
は
高

騰
し
、
生
産
者
の
経
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
は
平
成
26
年

度
を
「
農
政
改
革
元
年
」
と
位
置
付
け
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
創
設
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直

し
、
水
田
フ
ル
活
用
と
米
政
策
の
見
直
し
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設
の
４
つ
の
改
革
を
柱
と
し

て
、
足
腰
の
強
い
農
業
の
実
現
と
と
も
に
、
農
業
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
低
迷
す
る
基
幹
産
業
再
生
の
た
め
、
地
域
農
業
存
続
の
鍵
と
な
る
「
農
地

開
発
団
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
特
産
果
樹
等
の
生
産
拡
大
や
高
齢
者
向
け
新
規
軽
量
作
目
の

産
地
化
に
取
り
組
む
ほ
か
、「
森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」
を
柱
と
す
る
循
環
型
、
地
域
内
完
結
型
６

次
産
業
の
振
興
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
農
家
所
得
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
に
基
づ
く
担
い
手
の
確
保
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
・
育
成
支
援
に
よ
る
既
存
特
産
作
目
の

再
生
な
ど
、
農
産
品
を
純
粋
に
「
つ
く
る
」
か
ら
、
い
か
に
「
売
る
か
」
ま
で
を
見
据
え
た
ブ
ラ
ン
ド

化
の
推
進
に
よ
り
、
一
層
の
創
意
工
夫
を
高
め
て
い
く
た
め
の
農
業
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
。

　

更
に
、
虹
の
森
公
園
青
空
市
場
を
農
業
振
興
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
捉
え
、
生
産
者
の
現
況
調
査

と
営
農
指
導
、
集
出
荷
に
対
す
る
支
援
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
還
元
、
更
に
は
加
工
品
開
発
へ
の
誘
導
な

ど
を
総
合
的
に
推
進
し
、
今
後
の
地
域
農
業
の
あ
り
方
や
６
次
産
業
の
振
興
方
策
を
実
証
し
て
い
く
。

　

生
産
基
盤
の
整
備
で
は
、
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
と
広
域
基
幹
林
道
開
設
事
業
を
推
進
す

る
ほ
か
、
搬
出
間
伐
の
促
進
や
造
林
事
業
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
森
林
整
備
と
儲
か
る
林
業
へ
の
構
造

改
革
を
進
め
る
。
ま
た
、農
業
者
自
ら
が
農
地
を
守
っ
て
い
く
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、

既
存
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
と
新
設
さ
れ
た
日
本
型
直
接
支
払
制
度
を
組
み
合
わ
せ
て
、
農

地
の
保
全
及
び
農
業
用
施
設
の
機
能
向
上
、
長
寿
命
化
の
た
め
の
共
同
活
動
を
後
押
し
し
て
い
く
。
更

に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携
し
て
農
地
の
流
動
化
を
図
り
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
約
化
、

規
模
拡
大
と
と
も
に
、
近
年
増
加
し
て
い
る
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
で
は
、
猟
友
会
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
が
一
体
と
な
っ
た
総
合
的
な
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
獣
肉
処
理
加
工
施
設
の
効
率
的
な
運

営
と
広
域
連
携
事
業
に
よ
る
防
護
対
策
施
設
の
設
置
な
ど
、
鳥
獣
害
に
強
い
集
落
づ
く
り
に
努
め
る
。

　

商
工
業
に
お
い
て
は
、
近
年
、
町
外
の
郊
外
型
大
型
店
舗
へ
消
費
者
が
流
れ
て
お
り
、
商
店
街
の
消

費
者
確
保
の
た
め
に
は
、
新
た
な
魅
力
創
造
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
身
近
な
商
業
環
境
の
充
実
や
地

域
密
着
型
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
雇
用
の
創
出
を
最
大
の
目
標
と
し
て
、
企

業
誘
致
や
人
材
育
成
、
事
業
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
新
分
野
進
出
に
対
す
る
支
援
を
積
極
的
に
推
進
す

る
。
更
に
、
商
工
業
者
や
農
業
者
が
特
産
品
開
発
な
ど
の
６
次
産
業
に
取
り
組
む
場
合
、
市
場
調
査
や

販
路
開
拓
、
設
備
導
入
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
、
農
林
公
社
、
誘
致

企
業
、
観
光
施
設
の
指
定
管
理
者
等
と
連
携
協
力
し
て
、
農
林
業
、
商
工
業
、
観
光
交
流
産
業
が
一
体

と
な
っ
た
「
森
の
国
の
産
業
お
こ
し
」
を
強
力
に
推
し
進
め
る
。

　

ま
た
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
等
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
産
業
と
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し

た
予
土
地
域
連
携
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
支
援
組
織
等
と
の
協
働

に
よ
る
観
光
交
流
事
業
の
推
進
を
は
じ
め
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
、
関
連
ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン

ト
等
の
開
催
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
。

・「
農
地
開
発
団
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進

・ 

人
・
農
地
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
く
、
土
づ
く
り
、
作
物
づ
く
り
、
担
い
手
づ
く
り
に
よ
る
地
域
循
環
、

付
加
価
値
型
農
業
の
推
進

・
特
産
品
の
生
産
、
農
業
支
援
体
制
の
拡
充
、
耕
作
放
棄
地
対
策

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
入
と
活
動
支
援

・
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
推
進

・
森
林
整
備
と
儲
か
る
林
業
へ
の
構
造
改
革

・
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
防
護
対
策
の
推
進

・
有
害
鳥
獣
解
体
処
理
施
設
の
効
率
的
な
運
営
と
資
源
活
用
、
商
品
化
、
流
通
販
売
促
進

・
体
験
型
観
光
産
業
と
予
土
地
域
連
携
事
業
の
推
進

保
健
福
祉
の
充
実
に
よ
る
健
康
長
寿
の
町
づ
く
り

　

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
の
進
行
や
就
労
形
態
の
変
化
に
よ
り
、
社
会
構
造
が
急
激
に
変
動
し
て
い

る
現
在
、
生
活
支
援
に
関
す
る
町
民
の
意
識
は
高
ま
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て

い
る
。

　

子
ど
も
か
ら
子
育
て
世
代
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、「
障
が
い
等
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
地
域
で
共
に
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
」
の
理
念
に
基
づ
く
居
住
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
福
祉
に
関
す
る
地

域
住
民
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
高
齢
者
等
の
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
強
化
と
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
の
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
地
域
に
密
着
し
た
保
育

の
実
施
、
保
護
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
、
子
ど
も
医
療
費
の
無
償

化
、
学
童
保
育
の
あ
り
方
検
討
な
ど
、
母
子
保
健
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
切
れ
目
の
な
い
魅
力
あ
る

子
育
て
支
援
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

　

ま
た
、
誰
も
が
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
の
も
と
、
生

涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
、
生
活
習
慣
病
・
が
ん
予
防
・
感
染
症
対
策
を
推
進
す
る
ほ
か
、

地
域
医
療
の
確
保
と
す
べ
て
の
町
民
の
健
康
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
充
実
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス

と
介
護
予
防
活
動
の
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、町
民
健
康
増
進
施
設
等
整
備
構
想
の
検
討
を
行
う
。

特
に
医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
団
体
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
、

引
き
続
き
医
師
不
足
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。

・
魅
力
あ
る
森
の
国
子
育
て
支
援
の
充
実

・
関
係
機
関
と
連
携
し
た
高
齢
者
等
の
見
守
り
支
援
体
制
と
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
地
域
医
療
の
確
保
と
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
充
実

・
介
護
予
防
活
動
の
強
化
、
健
康
増
進
対
策
の
推
進

・
障
が
い
者
の
自
立
支
援
と
社
会
参
加
の
促
進

・
町
民
健
康
増
進
施
設
等
整
備
構
想
の
検
討

防
災
対
策
並
び
に
定
住
環
境
整
備
に
よ
る
安
心
安
全
、
快
適
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り

　

近
い
将
来
に
お
い
て
、
南
海
地
震
な
ど
の
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
で
、
住
み
よ
さ
と
安

心
感
の
あ
る
町
づ
く
り
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
防
災
危
機
管

理
に
係
る
内
部
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
・
地
域
・
行
政
と
協
働
に
よ
る
連
携
を
強
化
し
、

自
主
防
災
会
、
防
災
士
の
育
成
と
活
動
支
援
を
行
う
ほ
か
、
各
種
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る
。

　

減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
愛
媛
県
地
域
防
災
計
画
の
改
定
に
伴
い
、
初
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動
体
制
の
確
立
、
避
難
誘
導
、・
情
報
収
集
体
制
の
構
築
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
な
ど
、
全
町
隅
々
に

亘
る
有
事
に
対
応
し
た
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
自
治
体
業
務
継
続
計

画
）
の
策
定
や
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
啓
発
冊
子
を
作
成
し
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
が
け
崩
れ
防
災
対

策
事
業
、
治
山
・
治
水
事
業
の
計
画
的
推
進
、
教
育
施
設
、
消
防
施
設
、
防
災
拠
点
と
な
る
公
共
施
設

の
耐
震
化
を
推
進
す
る
ほ
か
、
民
間
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
行
う
。

　

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
で
は
、
利
用
実
績
と
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
地
域
交
通
体
系
の
見
直
し
と
改
革
に

取
り
組
み
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
は
じ
め
、
国
道
・
県
道
・
主
要
町
道
等
の
未
改
良
区
間
の
整
備
、

老
朽
区
間
の
舗
装
修
繕
、
橋
梁
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
順
次
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
安
全
安
心
な
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
。

　

若
者
等
の
定
住
施
策
に
つ
い
て
は
、
各
種
奨
励
制
度
や
定
住
住
宅
の
建
設
な
ど
、
総
合
的
な
施
策
を

展
開
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、定
住
促
進
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
ほ
か
、自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
町
民
、
産
業
界
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
検
討

を
行
う
た
め
、
小
水
力
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
風
力
等
発
電
な
ど
の
調
査
研
究
に
取
り
組
む
。

・
自
助
、
近
助
、
共
助
、
公
助
の
連
携
、
防
災
訓
練
の
実
施
と
自
主
防
災
会
、
防
災
士
の
育
成

・
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
自
治
体
業
務
継
続
計
画
）
の
策
定

・
要
援
護
者
等
の
安
全
確
保
と
避
難
対
策

・
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
、
治
山
・
治
水
事
業
の
計
画
的
推
進

・
利
用
実
績
と
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
形
態
の
見
直
し

・
交
通
安
全
、
防
犯
対
策
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り

・
国
道
、
県
道
、
主
要
町
道
等
の
未
改
良
区
間
の
整
備
促
進

・
葛
川
沈
下
橋
の
改
修

・
町
道
舗
装
修
繕
計
画
と
橋
梁
修
繕
計
画
の
推
進

・
教
育
施
設
ほ
か
公
共
施
設
、
住
宅
の
耐
震
化
事
業
の
推
進

・
若
者
定
住
住
宅
政
策
の
検
討
及
び
定
住
促
進
計
画
の
策
定

・
町
民
、産
業
界
、行
政
が
一
体
と
な
っ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
向
け
た
勉
強
会
の
開
催
と
調
査
研
究

地
域
に
根
差
し
た
心
豊
か
な
教
育
と
歴
史
文
化
の
創
造

　

少
子
化
の
進
行
に
伴
い
地
域
の
児
童
生
徒
数
は
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
今
後
、
教
育
水

準
や
教
育
活
動
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
は
、
適
切
で
効
果
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
中
、
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
環
境
、
教
育
水
準
の
維
持
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
町
内
に
あ

る
す
ば
ら
し
い
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
、
地
域
の
優
れ
た
特
色
を
生
か
し
た
教
育
を
推
進
し
、
個
性

と
創
造
力
豊
か
な
児
童
生
徒
の
育
成
を
目
指
す
。

　

こ
の
た
め
、
自
然
に
感
謝
し
自
然
と
の
共
生
を
目
指
す
「
人
心
緑
化
」
精
神
と
人
権
尊
重
を
教
育
の

基
本
理
念
と
し
て
、「
森
の
国
ま
つ
の
」
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
資
源
、
人
材
な
ど
を
活
用
し
、

地
域
に
根
差
し
た
生
き
る
力
を
育
む
た
く
ま
し
い
森
の
国
教
育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
社
会
総
が
か

り
で
取
り
組
む
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
。
特
に
、
小
中
学
校
に

お
け
る
外
国
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
児

童
生
徒
が
安
全
・
安
心
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
小
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
化

や
老
朽
化
が
見
ら
れ
る
施
設
の
改
修
と
西
小
学
校
体
育
館
の
あ
り
方
の
検
討
を
行
う
。

　

ま
た
、
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
今
な
お
残
る
差
別
の
現
実
を
踏
ま
え
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
・
偏
見
を
解
消
す
る
た
め
の
広
が
り
と
深
ま
り
の
あ
る
人
権
・
同
和
教
育
を
推
進
す
る
。

　

社
会
教
育
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
活
動
の
充
実
や
女
性
グ
ル
ー
プ
の
育
成
、
子

育
て
学
習
活
動
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
「
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
、
健
康

づ
く
り
」
を
推
進
し
、
文
化
関
係
で
は
、
史
跡
河
後
森
城
跡
環
境
整
備
事
業
や
重
要
文
化
財
目
黒
山
形

関
係
資
料
の
保
存
・
修
理
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
森
の
国
ま
つ
の
」
の
有
す
る
豊

か
な
自
然
景
観
と
薫
り
高
い
歴
史
文
化
遺
産
の
保
全
・
活
用
に
努
め
る
。

・
生
き
る
力
を
育
む
た
く
ま
し
い
森
の
国
教
育
の
実
践

・
小
中
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育
の
推
進

・
小
中
学
校
教
育
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用

・
小
中
学
校
体
育
館
耐
震
補
強
事
業
の
推
進

・
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進

・
女
性
グ
ル
ー
プ
の
育
成
、
生
活
文
化
、
子
育
て
学
習
活
動
の
推
進

・
公
民
館
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化

・
文
化
的
景
観
計
画
の
策
定
推
進

・
歴
史
文
化
遺
産
、
地
域
景
観
の
保
全
活
用

変
革
の
時
代
に
対
応
し
た
行
財
政
基
盤
づ
く
り

　

地
方
分
権
時
代
の
到
来
や
長
引
く
構
造
不
況
に
よ
る
税
収
の
伸
び
悩
み
に
よ
り
、
地
方
財
政
を
取
り

巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
多
様
な
行
政
需
要
に
応

え
つ
つ
も
、
健
全
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
、
第
５

次
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
改
革
に
取
り
組
む
。

　

本
町
の
財
政
は
、
地
方
交
付
税
や
譲
与
税
等
に
依
存
し
、
こ
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
や
す
い
体

質
で
あ
り
、
三
位
一
体
の
改
革
後
は
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
行
財
政
改

革
の
着
実
な
推
進
に
よ
り
、
義
務
的
経
費
で
あ
る
人
件
費
や
財
政
圧
迫
の
主
な
要
因
で
あ
っ
た
公
債
費

が
減
少
す
る
一
方
で
、
地
方
交
付
税
が
回
復
傾
向
で
推
移
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
時
の
危
機
的
状
況

と
比
べ
る
と
財
政
状
況
は
大
き
く
改
善
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、
重
点
施
策
、
事
業
計
画
に
対
応
し
た
組
織
機
構
の
改
革
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
や

人
材
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
計
画
性
と
段
取
り
、
執
行
力
を
強
化
し
、
成
果
重
視
の
行
財
政
推

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
検
証
と
再
考
に
よ
る
見
直
し
を
行
う
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
自
治
機
能
強
化
や
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
各
地
域
で
自
ら
が
策
定
し

て
い
る
地
域
計
画
の
実
践
と
地
域
資
源
の
活
用
を
促
す
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
中
心
に
、

施
策
の
検
討
、
町
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
集
約
な
ど
民
間
活
力
の
活
用
に
努
め
、
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ

り
地
域
の
一
体
的
か
つ
自
立
的
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
ほ
か
、
平
成
27
年
度
に
は
、
松

野
町
発
足
60
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
の
企
画
準
備
を
行
う
。

　

更
に
、
町
民
の
理
解
と
信
頼
を
高
め
る
た
め
、
計
画
的
な
職
員
研
修
へ
の
参
加
に
よ
り
自
己
啓
発
を

強
化
す
る
な
ど
、
役
場
職
員
の
資
質
、
問
題
意
識
と
危
機
管
理
能
力
の
向
上
に
努
め
、
お
も
て
な
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
、
信
頼
あ
る
町
民
満
足
度
の
高
い
役
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
庁
舎
建
設
に

向
け
た
整
備
計
画
の
検
討
と
公
共
施
設
の
耐
震
化
、
改
修
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
。

ま
た
、「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」と「
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
25
年
５
月
に
公
布
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
」
へ
の
具
体
的
な
対
応
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
住
民
基
本
台

帳
に
お
い
て
具
体
的
な
対
応
を
は
じ
め
る
中
で
、
事
務
の
洗
い
出
し
や
関
係
省
令
等
の
確
認
、
必
要
な

条
例
改
正
及
び
シ
ス
テ
ム
改
修
に
取
り
組
む
。

・
地
方
交
付
税
等
の
動
向
へ
の
対
応

・
重
点
施
策
、
事
業
計
画
に
対
応
し
た
組
織
機
構
の
改
革
の
実
施

・
遊
休
施
設
、
財
産
の
活
用
と
処
分
推
進

・
計
画
性
、
段
取
り
、
執
行
力
の
強
化
、
成
果
重
視
の
行
財
政
推
進

・
行
財
政
改
革
の
検
証
、
再
考
、
見
直
し

・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
等
、
有
識
者
会
議
、
民
間
活
力
の
活
用

・
松
野
町
発
足
60
周
年
（
平
成
27
年
度
）
記
念
事
業
の
企
画
準
備

・
お
も
て
な
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
、
信
頼
あ
る
町
民
満
足
度
の
高
い
役
場
の
実
現

・
新
庁
舎
整
備
計
画
の
検
討
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
、
改
修
計
画
の
策
定
推
進

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
へ
の
対
応



4

平成２６年度当初予算の概要

平成26年度当初予算の概要
　平成26年度の一般会計当初予算は、地域の防災力を高めるための防災・減災対策の充実や農林業の再生・付
加価値化と鳥獣被害対策、広域連携と地域資源の活用による商工観光業の活性化ほか、少子高齢化に対応した
子育て支援、生きがい健康福祉の充実など、町が抱える懸案事項への対処と地域活性化を主眼として編成した
結果、前年度と同額の2,966,000千円となった。
　歳入の自主財源では、町税が新築家屋数の増による固定資産税の増やコンビニ開店に伴うたばこ売上本数の
増と県税との配分率の変更によるたばこ税の増などにより、前年度比2.0％増の255,909千円、分担金及び負担
金は、中山間地域総合整備事業の受益者分担金の増により9.5％増の29,536千円、使用料及び手数料は、町営
住宅使用料の減により2.5％減の37,250千円、財産収入は、携帯電話等エリア整備事業に係る移動通信用鉄塔
施設貸付金の減により44.2％減の2,783千円、繰入金は、庁舎建設基金積立金35,000千円の財源を、財政調整基
金の繰入れにより対応することとしたことから、1433.2％増の37,441千円、諸収入は、市町振興協会交付金や
鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業費補助金の増により17.7％増の38,775千円、繰越金は、最終の財源調整によ
り16,000千円の計上となり、これら自主財源の総額は、前年度比61,567千円増の418,495千円で、歳入構成比は
14.2％となっている。
　依存財源では、地方譲与税及び利子割交付金等の各種交付金（２款～８款、10款）は、前年度決算見込ベー
スに地方財政計画の伸び率等を反映させ、合計では前年度比1,200千円、1.5％の増としている。
　主要財源である地方交付税は、リーマンショック後に設けられた歳出特別枠及びそれに伴う国の別枠加算に
ついて一部縮小されたものの、地域の元気創造事業費を新たに創設するなど、実質的には従来の特別枠の水準
を確保されているが、地方税収の増などにより、国全体では16,885,500,000千円、前年度比176,900,000千円で、
1.0％減となっている。本町の交付見込額は、国の推計乗率等による試算の結果、乗率の割落としや町債の償
還額減少に伴う公債費算入額が減額となる一方で、町税収入等が増収となるため、平成25年度決算見込額に
比べ57,000千円、3.4％減の1,630,000千円程度と推計している。この内、当初予算では、すべての財源調整後、
1,610,000千円を計上したことから、年度途中の補正財源としては約20,000千円を保留している状況である。
　国庫支出金は、消費税率引上げに伴う低所得者の負担や子育て世帯への影響を緩和する観点から、国が全額
国費で措置する臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金のほか、道路施設改良事業等に係る社会資本整備
総合交付金の増により、前年度比26.3％増の243,959千円、県支出金は、集落・避難路保全斜面地震対策事業
費補助金や県知事、県議会議員選挙委託金の増により、9.3％増の216,245千円となっている。
　町債のうち、過疎対策事業債は、虹の森公園改修事業費の減により、前年度比149,000千円の減、辺地対策
事業債は、道路改良事業費の増により6,600千円の増、防災対策事業債は、集落・避難路保全斜面地震対策
事業費の増により17,900千円の増、臨時財政対策債は、国の地方債計画の伸び率を反映して、13,998千円の
減、全国防災事業債は、東小学校体育館の耐震補強事業分として24,400千円を計上し、全体では、25.0％減の
396,700千円の発行を見込んでいる。
　歳出では、義務的経費のうち人件費は、地域おこし協力隊の導入などにより、前年度比1.6％増の588,850千円、
公債費は、平成16年度から平成23年度において重点的に実施した新規地方債発行抑制策の効果により、前年度
比9.0％減の409,459千円となっている。
　普通建設事業などの投資的経費の主なものは、農林公社発芽室・養生室改修事業や中山間地域総合整備事業、
広域基幹林道整備事業、道路改良事業、道路舗装修繕・橋梁修繕事業、がけ崩れ防災対策事業、民間木造住宅
耐震改修事業、目黒消防車庫改築事業、東小学校体育館耐震補強事業、中学校体育館用トイレ建設事業、史跡
河後森城跡環境整備事業などで、前年度比28.5％減の445,412千円となっている。
　このほかの政策的経費は、重点施策に基づいてソフト事業を中心に編成しており、社会保障・税番号制度へ
の対応や庁舎建設に向けた庁舎建設基金の積立、消費税率引上げに伴う負担軽減を図る臨時福祉給付金と子
育て世帯臨時特例給付金の支給、子ども・子育て会議の設置を始めとする子育て支援施策の拡充や、不法投
棄防止に係る監視カメラの設置、自然再生エネルギー勉強会の開催と家庭用燃料電池等の購入に対する助成、
地域おこし協力隊の受入れと農業支援体制の強化、鳥獣被害対策の拡充と有害獣解体処理施設の運営、予土県
境地域の連携によるサイクリングイベントの開催、地域防災力の向上を図る地域防災計画の改訂と防災ハザー
ドマップの作成、第25回桃源郷マラソン記念大会の開催など、国県補助金や過疎対策事業債のソフト事業分を
有効に活用しながら実施することとしている。
　また、特別会計６会計の当初予算規模は1,751,100千円で、前年度比7,400千円、0.4％の減となり、一般会計
を合わせた全会計の当初予算規模は4,717,100千円、前年度比7,400千円、0.2％減となっている。
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平成２６年度当初予算の概要

一般会計　29億6,600万円 特別会計　17億5,110万円

歳　出

歳　入

公債費

409,459

（13.8％）

民生費

769,785

（26.0％）
教育費
276,268
（9.3％）

総務費

699,203

（23.6％）

　農林水産業費
　256,257（8.6％）

商工費　52,674（1.8％）

消防費　28,510（1.0％）

衛生費　148,788（5.0％）

議会費　36,233（1.2％）

その他　5（0.0％）

歳　出

2,966,000

単位：千円

予備費　7,000（0.2％）

土木費
281,818
（9.5％）

地方交付税

1,610,000

（54.3％）

町　債
396,700
（13.4％）

県支出金
216,245（7.3％）

町　税
255,909
（8.6％）

国庫支出金
243,959（8.2％）

使用料及び手数料
37,250（1.3％）

繰入金
37,441（1.3％）

諸収入
38,775（1.3％）

地方譲与税　36,500（1.2％）

地方消費税交付金　37,000（1.3％）

分担金及び負担金　29,536（1.0％）

その他　10,685（0.2％）

繰越金　16,000（0.6％）

歳　入

2,966,000

単位：千円

平成２６年度
全 会 計 一 覧
会 計 名 当初予算額

一 般 会 計
千円

2,966,000

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 612,000

中央診療所特別会計 287,000

簡易水道特別会計 86,000

住 宅 新 築 資 金 等
貸付事業特別会計 8,600

介護保険特別会計 693,000

後 期 高 齢 者 医 療
保険事業特別会計 64,500

特 別 会 計 小 計 1,751,100

一般会計・特別会計
合　　計 4,717,100

一般会計歳出〔投資的経費の主なもの〕
単位：千円

◆総務費 ◆土木費
庁 舎 ト イ レ 改 修 事 業 費 740 道 路 維 持 事 業 費 39,032

全国瞬時警報システム自動起動装置購入費 2,614 道 路 新 設 改 良 事 業 費 124,369

情報系システム大容量記憶装置購入費 4,299 県 土 木建設事業費負担金 1,316

◆衛生費 がけ崩れ防災対策事業費 78,767

小型合併処理浄化槽設置費補助金 4,080 住 宅 改 修 事 業 費 10,545

住宅用太陽光発電システム設置費補助金 1,720 公 有 財 産 購 入 費 600

家庭用燃料電池システム設置費補助金 500 木造耐震改修事業費補助金 3,420

不法投棄監視カメラ購入費 1,932 ◆消防費
◆農林水産業費 目黒消防車庫改築事業費 4,210

農林公社発芽室・養生室改修事業費 33,968 ◆教育費
農林公社試験研修ハウス内張改修事業費 645 東小学校体育館耐震補強事業費 32,765

農 機 具 購 入 費 3,712 東小学校プールトイレ改修事業費 1,573

中山間地域総合整備事業費負担金 22,500 西小学校図書室改修事業費 1,223

南予産木造住宅建設促進事業補助金 2,000 南小学校職員室エアコン設置事業費 1,208

広 域 基幹林道整備事業費 17,891 中学校体育館用トイレ建設事業費 9,072

◆商工費 目黒基幹集落センター引込盤移設事業費 1,206

虹の森公園看板改修事業費 950 史跡河後森城跡環境整備事業費 19,158

南小学校運動場夜間照明改修事業費 1,486
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報告	 �松野町教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等の報告について
 鬼北土地開発公社に関する報告について

議案 愛工事請負契約の変更契約の締結について（松野中学校改築工事）
 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について
 職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について
 松野町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について　　　　　　　
 鬼北地域情報通信基盤設備条例の一部を改正する条例について
 松野町社会教育委員の定数、任期及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例について　　　
 松野町青少年問題協議会設置条例の一部を改正する条例について
 松野町子ども・子育て会議条例について　
 松野町国民健康保険診療所使用料及び手数料条例の一部を改正する条例について　
 万年荘設置及び管理条例の一部を改正する条例について
 松野町獣肉処理加工施設設置管理条例について　　　　
 松野町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例について
 松野町ふれあい交流館（交流部門）の指定管理者の指定について
 松野町滑床観光施設に係る指定管理者の指定の一部変更について
 万年荘の指定管理者の指定について　　　　　　　　　
 松野町獣肉処理加工施設の指定管理者の指定について　
 平成26年度松野町一般会計予算　　　　　　　　　　
 平成26年度松野町国民健康保険特別会計予算　　　　
 平成26年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計予算
 平成26年度松野町簡易水道特別会計予算　　　　　　
 平成26年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
 平成26年度松野町介護保険特別会計予算　　　　　　
 平成26年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計予算
 平成25年度松野町一般会計補正予算（第６号）　　　
 平成25年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
 平成25年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第３号）
 平成25年度松野町介護保険特別会計補正予算（第４号）
 平成25年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第２号）　　　　　　　　　　
 工事請負契約の締結について（虹の森公園改修工事）　
 松野町課設置条例の一部を改正する条例について
 ▼　原案どおり可決されました。

請願  町議会議員の品位を欠く言動の責任の明確化と是正措置並びに豊岡後部落に対する名誉の回復を求め
る請願書について

 ▼　不採択となりました。

同意 松野町山林委員の選任につき同意を求めることについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
 ▼以下の人が選任されることに同意がなされました。
 山崎　幸喜、松田　尊司、河野　隆司、真田　格、山下　晃受、福田　寛、古谷　毅、杉本　光、
 松崎　勝喜、吉本　哲也、藤井　希一、松岡　廣明

平成26年第１回　松野町議会定例会
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一
般
質
問

土
居　
一
誠 

議
員

少
子
化
と
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
社
会
に
対
す
る
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て

①
変
化
す
る
社
会
の
潮
流
（
少
子
化
、
高
齢
化
、
人
口
減
）

に
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
認
識
と
具
体
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

全
国
的
に
も
出
生
率
の
低
下
や
平
均
寿
命
の
延
長
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
の
予
測
を
上
回
る
速
度
で
少
子
化
、
高
齢
化

が
進
行
し
て
お
り
、
本
格
的
な
「
少
子
高
齢
社
会
」「
人
口

減
少
社
会
」
に
突
入
し
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
、
昭
和

55
年
に
約
６
，
０
０
０
人
い
た
人
口
が
、
現
在
で
は
４
，
３

０
０
人
程
度
に
ま
で
減
少
し
、
特
に
近
年
、
経
済
不
況
に
よ

る
誘
致
企
業
の
撤
退
な
ど
雇
用
情
勢
の
著
し
い
悪
化
が
人
口

減
少
に
拍
車
を
掛
け
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

少
子
化
の
要
因
と
さ
れ
る
人
口
の
流
出
、
晩
婚
化
や
未
婚
化

に
加
え
て
出
生
数
の
低
下
も
進
ん
で
お
り
、
平
成
12
年
に
40

人
い
た
年
間
の
出
生
数
も
、
今
年
度
現
在
13
人
と
い
う
状
況

で
あ
り
、
今
後
も
多
少
前
後
す
る
も
の
の
、
減
少
傾
向
に
あ

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
化
率
は
、
昭
和
60
年
頃
に
20
％
で
あ
っ
た
も

の
が
、現
在
39
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、さ
ら
に
は
、

平
成
17
年
か
ら
は
、
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
前
期
高
齢
者
と

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
お
い
て
、
そ
の
人
数
が
逆
転
す

る
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
特
に
保
健
・
医
療
・
福
祉
と
い
っ

た
分
野
で
の
行
政
需
要
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
体
制
の
充
実
、
多
様
な
健
康
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
子
供
を
生
み
、
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

と
住
民
す
べ
て
が
生
き
生
き
と
老
後
を
暮
ら
せ
る
施
策
が
求

め
ら
れ
る
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
母
子
保
健
対
策
に

つ
い
て
は
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
出
発
点
で
あ
る

と
い
う
認
識
の
も
と
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
学
童
期
、
思
春

期
と
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
踏
ま
え
た
予
防
活
動
が
大
切
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
母
子
保
健
法
に
基
づ
き
、
母
子
手
帳
の
交

付
、
妊
婦
訪
問
、
新
生
児
訪
問
、
育
児
相
談
、
乳
幼
児
健
診

な
ど
の
事
業
を
通
し
て
、
支
援
の
必
要
な
「
特
定
妊
婦
」
の

早
期
把
握
、
乳
幼
児
の
異
常
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
、
疾

病
予
防
等
を
行
い
、
安
心
安
全
な
出
産
や
子
ど
も
達
の
健
や

か
な
育
ち
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
健
診
や
家
庭
訪
問
な
ど
の
地
域
活
動
を
通
し
て
出

会
う
保
護
者
（
特
に
母
親
）
の
中
に
は
、
子
育
て
中
に
多
く

の
悩
み
を
抱
え
て
い
て
も
誰
に
も
相
談
出
来
ず
、
一
人
で
苦
し

ん
で
い
る
事
例
を
多
く
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

悩
み
や
不
安
は
、
育
児
ス
キ
ル
の
未
熟
さ
だ
け
で
な
く
、
夫

婦
間
の
問
題
や
経
済
的
な
問
題
、
仕
事
復
帰
後
の
子
育
て
の

問
題
等
様
々
で
す
。
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、
子
育
て
に
影
響

を
与
え
る
深
刻
な
問
題
は
、
そ
の
支
援
を
行
う
一
機
関
の
み
で

の
対
応
・
解
決
は
困
難
で
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
に
関
す
る

切
れ
目
の
な
い
対
策
や
支
援
を
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
年

代
に
対
応
す
る
「
健
康
づ
く
り
計
画
」
や
「
子
ど
も
子
育
て

支
援
計
画
」
を
軸
と
し
て
、多
用
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
や
民
間
団
体
等
も
含
め
た
広
範
囲
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
有
機
的
な
連
携
の
も
と
、
母
子
保
健

対
策
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、高
齢
化
に
向
け
た
施
策
は
、基
本
的
に
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
連
携
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

福
祉
ニ
ー
ズ
の
増
大
と
多
様
化
が
進
む
中
で
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
必
要
に
応
じ
て
社
会
的
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
は
健
康
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
こ
と
か
ら
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
健
康
管
理
を
行
う
と
い

う
姿
勢
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
住
民
が
生
涯
を
通
じ
て
健
や

か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ま
た
病
気
に
な
っ
た
り
身
体
の
機
能

が
衰
え
た
り
し
た
場
合
で
も
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
住
民
が
ふ
れ
あ
い
と
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
共
存
し

支
え
あ
う
地
域
社
会
を
確
立
す
る
た
め
に
、
医
療
保
健
・
福

祉
の
よ
り
一
層
の
一
体
化
を
図
り
ま
す
。

　

心
身
と
も
に
健
や
か
な
老
後
を
迎
え
る
た
め
に
は
、
中
年

期
か
ら
積
極
的
な
健
康
管
理
や
健
康
づ
く
り
活
動
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
な
が
ら
、
住
民
の
健
康
水
準
の
向

上
を
効
果
的
に
図
る
と
と
も
に
、
疾
病
の
発
生
を
未
然
に
防

ぎ
、
早
期
段
階
で
発
見
す
る
た
め
の
保
健
・
医
療
に
関
わ
る

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
、
き
め
細
か
く
供
給
し
て
い
く
体
制
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
、
高
齢
者
の
場
合
は
健
康
状
態
の
急
変
時
の
対
応
は

一
刻
を
争
う
も
の
で
あ
り
、
緊
急
時
へ
の
対
応
と
高
度
医
療

体
制
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
次
医
療
機
関
で

あ
る
中
央
診
療
所
を
拠
点
と
し
て
、
二
次
・
三
次
医
療
機
関

と
の
連
携
に
加
え
て
、
健
康
管
理
に
は
、
や
は
り
日
頃
の
生

活
習
慣
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
、
生
活
面
で
の
指
導
も
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
医
療
体
制
の
存
続
、
充
実
強
化
を

促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け
、
地
域

社
会
と
か
か
わ
り
を
も
ち
、
活
動
的
な
生
活
を
送
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、施
設
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
日
常
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
を
始
め
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
永
住
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
と
し
て
、
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
等
や
そ

の
介
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
各
種
の
保
健
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
、
介
護
福
祉
士
の
育
成
・
確
保
し
な

が
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
の
連
携
を
密
に
し
た
総
合
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
の
生
活
上
の
悩
み
を
気
兼
ね
な
く
相
談
で
き

る
体
制
づ
く
り
や
、
地
域
支
援
事
業
、
生
活
指
導
、
日
常
生

活
動
作
訓
練
、
家
族
介
護
教
室
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
間

施
設
に
入
所
す
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
福

一般質問
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祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
利
用
推
進
を
図
る
こ
と

で
、
よ
り
一
層
の
在
宅
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

加
え
て
、
高
齢
者
の
容
態
が
急
変
し
た
時
へ
の
備
え
と
し

て
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活
用
と
地
域
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
育
成
・
強
化
を
促
進
し
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
対
策
と
し
て
は
、
認
知
症
対
応
型
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
な
ど
、
在
宅
認
知
症
高
齢
者
の
介
護

者
に
対
す
る
訪
問
指
導
を
実
施
す
る
な
ど
、
高
齢
者
が
認
知

症
の
あ
る
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
あ
る
い
は
そ
の
進
行
を

少
し
で
も
く
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
、
専
門
的
な
相
談
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
高
齢
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
根
本
に
は
、
社
会

的
に
も
意
欲
を
持
っ
て
「
生
き
が
い
」
の
あ
る
生
活
を
送
る
と

い
う
こ
と
が
、
大
前
提
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
た
め
に

は
、「
65
歳
以
上
は
高
齢
者
で
支
え
ら
れ
る
人
」
と
い
う
既
成

概
念
を
超
え
、
活
力
の
あ
る
高
齢
者
に
は
、
そ
の
力
を
地
域
で

発
揮
し
て
も
ら
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
そ

う
し
た
元
気
な
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
く
よ
う
、
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
を
積
極
的
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
「
森
の
国
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
か
ら
想
像
さ
れ
る
松
野

町
の
イ
メ
ー
ジ
は
特
色
を
打
ち
出
す
た
め
に
は
重
要
と
考
え

る
が
、
理
想
郷
「
森
の
国
」
を
実
現
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
る
の
か
。

町
長 

答
弁

　

松
野
町
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、「
森
の
国
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
多
用
し
て
、
産
業
経
済
の
分
野
で
、
特
に
観
光
面

に
お
い
て
交
流
人
口
の
増
大
を
図
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
青
年
会
議
が
企
画
し
た
「
森
の
国
音
楽
祭
」

が
、「
森
の
国
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
き
っ
か
け
で
、
森
の

国
ホ
テ
ル
、
森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉
な
ど
の
効
果
に
よ
り
、
県

内
で
は
広
く
認
知
、
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
本
町
に
と
っ
て
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
一
貫
し
た
「
森
の
国
」
観
光
町
づ

く
り
戦
略
が
必
要
で
す
。

　

今
後
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
穏
や
か
な
気
候
風
土
、
そ

れ
ら
を
活
か
し
た
食
文
化
な
ど
、「
森
の
国
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
に
集
約
さ
れ
る
地
域
の
資
源
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
農
業

や
林
業
、
商
工
業
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
６
次
産

業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、農
林
、商
工
、観
光
の
分
野
か
ら
か
ら
発
信
し
た
「
森

の
国
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
充
実
、

若
者
定
住
等
の
推
進
等
、
町
行
政
が
一
体
と
な
り
地
域
住
民

総
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
子
ど
も
か
ら
子
育
て

世
代
、
障
害
者
や
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の
人
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
諸
施
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
町
全
体
が
魅
力
の
あ
る
ま
ち
「
森
の
国
ま
つ
の
」
と

し
て
の「
松
野
町
に
住
み
た
い
」「
松
野
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
町
内
外
に
向
け
て
の
発

信
・
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
広
域
社
会
と
の
連
携
は
ま
す
ま
す
大
切
と
考
え
る
が
、
基

本
的
構
想
は
ど
う
か
。

町
長 

答
弁

　

産
業
経
済
面
で
は
、
宇
和
島
圏
域
と
予
土
県
境
と
い
う
二

つ
の
枠
組
み
の
中
で
、
広
域
的
な
連
携
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
宇
和
島
圏
域
に
お
け
る
連
携
で
は
、
第
１
次
産
業
が

基
幹
と
な
っ
て
い
る
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
農
産
物
の
価
格
低

迷
の
解
決
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
本
町
と
宇
和
島
市
、
鬼
北
町
、

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
が
連
携
し
て
、
和
菓
子
の
原
材
料
供
給
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

合
わ
せ
て
、
南
予
地
区
５
市
町
に
あ
る
道
の
駅
７
施
設
が

連
携
し
て
、「
奥
伊
予
街
道
七
駅
物
語
」
と
銘
打
っ
て
各
種

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
共
通
の
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
特
産
品
開
発
な
ど
の
事

業
、
来
園
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
事
業
の
見

直
し
及
び
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　

次
に
、
予
土
県
境
に
お
け
る
連
携
に
つ
い
て
は
、
県
境
と

い
う
地
理
的
、
歴
史
的
特
性
を
活
か
し
た
商
品
開
発
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
を
す
す
め
、
県
境
な
ら
で
は
の
新
し
い
価
値
の
創

造
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
町
と
四

万
十
市
西
土
佐
地
区
、
四
万
十
町
十
和
地
区
は
、
歴
史
的
に

も
文
化
的
に
も
つ
な
が
り
が
深
く
、
Ｊ
Ｒ
予
土
線
、
国
道
３

８
１
号
、
そ
し
て
四
万
十
川
と
い
う
共
通
の
資
源
で
結
ば
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
背
景
に
し
て
、「
予
土
う
ま
い
も
の

合
戦
」
や
「
戦
国
武
者
伝
走
大
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
や
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
な
ど
の
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
が
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
り
、
さ

ら
に
は
道
の
駅
が
主
体
と
な
っ
た
「
県
境
が
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
ナ

イ
ス
）
‼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
民
間
主
導
に
よ
る
交
流

の
動
き
も
目
に
見
え
て
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
で

す
。
今
後
も
、
宇
和
島
圏
域
あ
る
い
は
予
土
県
境　

と
い
う

広
域
的
な
結
び
つ
き
の
中
で
、
行
政
と
民
間
に
よ
る
協
働
体

制
の
も
と
、
道
の
駅
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
も
巻
き
込
ん
で
、
本
町

の
独
自
性
を
発
揮
し
つ
つ
、
さ
ら
に
連
携
体
制
を
強
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
、
多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー

ズ
の
中
で
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
分
野
に
お
い
て
も
広
域

的
な
連
携
が
重
要
で
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
医
療
面
に
お
い
て
は
、
一
次
医
療
機
関
と
し
て
の
中
央

診
療
所
を
起
点
と
し
た
医
療
供
給
体
制
は
必
要
不
可
欠
で
、今
、

本
当
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
身
近
な
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
し

て
の
機
能
か
ら
救
急
医
療
を
含
む
高
度
な
急
性
期
医
療
ま
で
、

担
う
べ
き
医
療
の
範
囲
を
明
確
化
し
、住
民
の
理
解
の
も
と
に
、

他
の
医
療
機
関
と
の
役
割
分
担
と
連
携
に
よ
り
、
地
域
完
結
型

の
医
療
提
供
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
に
お
い
て
重
要
性
を
増
し
て
い
る
の
は
、
医
療
を
中

心
と
し
て
保
健
や
福
祉
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
一
体
と
な
っ
た

包
括
的
な
ケ
ア
体
制
を
十
分
に
配
慮
し
た
上
で
、
中
央
診
療

所
が
近
隣
の
医
療
機
関
と
広
域
的
に
連
携
し
て
、
地
域
に
必

要
な
１
次
か
ら
２
次
、
３
次
医
療
を
効
率
的
に
提
供
し
、
地

域
医
療
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
と
な
っ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
域
の
広
域
的
な
福
祉
施
設
で
あ
り
、
来
年

度
か
ら
２
ヶ
年
に
わ
た
り
大
規
模
改
修
が
予
定
さ
れ
て
い
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
古
城
園
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
福
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祉
施
設
に
対
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
が
増
大
す
る
中
で
、
高
齢
者

が
で
き
る
限
り
地
域
に
永
住
で
き
る
よ
う
、
社
会
的
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
分
野
に
お
い
て
も
、
宇
和
島
地
区
広
域
事
務

組
合
の
構
成
市
町
に
よ
り
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
が
策

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
廃
棄
物
対
策
を
中
心
と

し
た
環
境
行
政
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
棄
物
処
理
施
設

も
、
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成

27
年
４
月
稼
働
目
標
の
「
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
」
及
び

平
成
29
年
４
月
に
稼
働
目
標
の
「
熱
回
収
施
設
」
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
最
新
の
機
能
を
有
し
高
度
な
処
理
を
大
規
模

な
設
備
に
よ
っ
て
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
も
の
で
、
こ
れ
も
圏
域
市
町
の
施
設
を
集
約
し
た
か
ら
こ

そ
実
現
で
き
る
内
容
で
あ
り
、
今
後
と
も
広
域
的
な
取
組
み

が
必
須
と
な
る
分
野
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
人
口
減
少
社
会
で
は
一
人
ひ
と
り
の
能
力
、
資
質
向
上
が

一
層
重
要
と
な
る
が
、
小
中
学
校
（
生
徒
）
に
対
す
る
特
別

な
対
応
策
は
あ
る
か
。

教
育
長 

答
弁

　

人
口
減
少
社
会
の
主
因
で
あ
る
少
子
化
の
進
行
は
、
労
働

力
の
減
少
や
経
済
成
長
の
停
滞
ひ
い
て
は
地
域
活
力
の
減
退

等
に
つ
な
が
り
、
我
が
国
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
も

た
ら
す
と
言
わ
れ
て
お
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
能

力
、
資
質
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
町
で
は
自
然
に
感
謝
し
自
然
と
の
共

生
を
目
指
す
「
人
心
緑
化
」
精
神
と
人
権
尊
重
を
教
育
の
基

本
理
念
と
し
て
、「
森
の
国
ま
つ
の
」
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・

文
化
資
源
、
人
材
な
ど
を
活
用
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
生
き

る
力
を
育
む
た
く
ま
し
い
森
の
国
教
育
、
他
市
町
に
な
い
特

色
あ
る
教
育
の
実
践
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
、

人
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
に
お
い
て
、
学
校
教
育
に

は
、
家
庭
・
地
域
で
の
様
々
な
活
動
や
体
験
と
あ
い
ま
っ
て
、

学
校
で
の
学
習
や
生
活
を
通
じ
て
児
童
・
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ

豊
か
な
価
値
観
を
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
基
礎
を
担
う
役

割
が
あ
り
、
児
童
生
徒
の
個
性
や
能
力
、
適
性
、
興
味
・
関

心
を
伸
長
す
る
教
育
、知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
「
生

き
る
力
」
を
育
む
教
育
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
言
語
活
動
」「
理
数
教
育
」「
小
学
校
段

階
に
お
け
る
外
国
語
教
育
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
」
等
の
充

実
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
教
育
委
員
会
で
は
平

成
24
年
度
か
ら
中
学
校
の
英
語
教
員
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
協
力
の
も

と
、
各
学
期
に
１
回
、
町
内
３
小
学
校
の
合
同
授
業
で
あ
る

「
外
国
語
交
流
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
月
19
日
に
は
、

町
内
の
小
学
校
６
年
生
が
松
野
中
学
校
に
会
し
、
新
校
舎
の

素
晴
ら
し
い
環
境
の
も
と
授
業
研
究
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
事
業
の
継
続
的
な
実
施
と
人
材
育
成
基
金
等
を
活
用
し
た

海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
の
新
た
な
取
組
に
よ
り
、
確
か
な

英
語
力
の
向
上
、
国
際
感
覚
豊
か
な
児
童
生
徒
の
育
成
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
愛
媛
大
学
教
育
学
部
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、夏
休
み
中
の
５
日
間
、「
森
の
国
松
野
町
林
間
学
校
」

を
開
校
し
て
い
ま
す
。
大
学
生
20
名
に
よ
る
補
習
授
業
や
交

流
学
習
活
動
を
通
し
て
、
小
中
学
生
の
将
来
へ
の
夢
や
進
路

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
学
習
意
欲
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
情
報
化
社

会
に
対
応
で
き
る
資
質
能
力
の
育
成
を
図
れ
る
よ
う
、
他
市

町
に
先
駆
け
、
全
て
の
小
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
の
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
配
備
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
26
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
愛
媛
大
学

教
育
学
部
や
愛
媛
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
等
の
協
力
を
得

な
が
ら
、「
松
野
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
究
事
業
」
を
立
ち
上
げ
、

こ
れ
ら
の
情
報
機
器
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
に
努
め
、
児

童
生
徒
の
個
々
の
能
力
、
学
力
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
「
人
づ
く
り
」
で
あ
り
、
学
力
向
上

の
取
組
と
併
せ
て
、
先
人
の
教
え
を
大
切
に
す
る
道
徳
教
育
の

展
開
に
よ
る
豊
か
な
人
間
性
の
創
造
や
、食
育
の
推
進
、ス
ポ
ー

ツ
や
野
外
活
動
よ
る
体
力
づ
く
り
を
図
り
な
が
ら
、
松
野
町
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
努
め
、
森
の
国
な

ら
で
は
の
時
代
を
見
据
え
た
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

森
岡　
健
治 

議
員

学
校
教
育
と
保
育
園
子
育
て
に
つ
い
て

①
今
日
、
若
者
減
少
に
よ
っ
て
児
童
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、

町
内
に
は
保
育
園
２
ヶ
所
、
小
学
校
３
校
が
あ
り
、
現
在
目

黒
地
区
の
保
育
園
児
は
松
丸
保
育
園
で
育
ち
、
小
学
校
に
な

る
と
目
黒
の
小
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
松
丸
保

育
園
で
大
勢
の
中
で
た
く
ま
し
く
育
っ
た
の
に
小
学
生
に
な

る
と
、
同
級
生
も
い
な
い
よ
う
な
状
態
の
中
に
置
か
れ
る
現

状
で
、
子
供
の
学
び
の
教
育
と
し
て
良
い
状
況
と
い
え
る
の

か
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

本
町
で
は
、
宇
和
島
圏
域
の
雇
用
環
境
を
背
景
と
し
た
必

然
的
な
若
者
の
流
出
や
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
出
生

率
の
低
下
等
に
よ
り
、
少
子
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
50
年
前
の
年
間
出
生
者
数
は
１
０
０
人
程

度
で
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
本
年
3
月
末
ま

で
の
出
生
者
見
込
み
数
は
13
人
で
あ
り
、
少
子
化
が
顕
著
に

表
れ
て
お
り
、
将
来
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
3
月
末
に
目
黒
保
育
園
を
廃
止
し
た
た
め
、
以

来
、
目
黒
地
区
の
園
児
は
松
丸
保
育
園
に
通
園
し
、
卒
園
後

は
地
元
の
松
野
南
小
学
校
へ
入
学
、
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
少
子
化
が
教
育
に
及
ぼ
す
影

響
と
し
て
は
、
子
ど
も
同
士
の
切
磋
琢
磨
の
機
会
が
減
少
す

る
こ
と
、
学
校
や
地
域
に
お
い
て
一
定
規
模
を
前
提
と
し
た

教
育
活
動
や
学
校
行
事
、
地
域
に
お
け
る
伝
統
行
事
等
が
成

立
し
に
く
く
な
る
こ
と
、
良
い
意
味
で
の
競
争
心
が
希
薄
に

な
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
一
般
的
に
小
規
模
校
で
は
、
児
童
や
教
職

員
が
お
互
い
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
の
中
で
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
行
事
な
ど

で
は
学
校
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
や
す
か
っ
た
り
と

い
っ
た
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

松
野
南
小
学
校
で
は
、
現
在
11
名
の
児
童
が
深
い
絆
で
結
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一般質問
ば
れ
、
学
年
単
位
で
の
活
動
に
は
制
約
が
あ
る
も
の
の
、
自

分
た
ち
の
環
境
、
地
域
の
良
さ
を
活
か
し
な
が
ら
創
意
工
夫

し
、
地
域
を
挙
げ
て
課
題
と
な
る
こ
と
を
補
う
努
力
を
し
て

お
り
、
運
動
会
や
音
楽
会
、
学
習
発
表
会
な
ど
に
お
い
て
、

児
童
一
人
ひ
と
り
の
す
ば
ら
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
一
長
一
短
で
あ
り
、

一
概
に
教
育
環
境
が
良
い
か
悪
い
か
と
い
う
判
断
は
む
ず
か

し
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
学
校
経
営
の
維
持
の
観
点

か
ら
す
れ
ば
限
界
も
あ
り
、
教
育
環
境
の
改
善
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

②
吉
野
生
保
育
園
は
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
環
境
で
あ

る
の
か
。
今
日
言
わ
れ
て
い
る
、
震
災
時
の
対
応
が
で
き
て

い
る
立
地
条
件
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
親
か
ら
み
て
も
、

安
全
・
安
心
な
所
に
預
け
る
の
が
、
一
番
で
は
な
い
か
。

町
長 

答
弁

　

吉
野
生
保
育
園
は
昭
和
50
年
６
月
に
、
元
吉
野
生
中
学
校

跡
に
木
造
平
屋
で
新
築
さ
れ
、
築
38
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
実
施
し
た
耐
震
診
断
に
お
い
て
は
、
上
部
構
造
評

点
は
Ｘ
方
向
１
・
06
、
Ｙ
方
向
１
・
24
で
最
小
値
が
１
・
06

と
な
り
、
総
合
判
定
で
は
1.0
以
上
か
ら
1.5
未
満
で
４
段
階
の

上
か
ら
２
段
目
の
「
一
応
倒
壊
し
な
い
」
の
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
吉
野
生
保
育
園
の
立
地
条
件
と
し
て
は
土
砂
流
危

険
渓
流
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
治
山

事
業
に
お
い
て
、
林
地
荒
廃
防
止
工
事
を
愛
媛
県
が
実
施
し

た
結
果
、
大
雨
等
に
よ
る
土
砂
流
災
害
の
危
険
性
が
低
下
し

ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
教
育
と
し
て
、
保
育
園
で
は
、
火
災
・

地
震
等
の
災
害
に
備
え
、
一
年
間
を
通
し
て
避
難
訓
練
を
実

施
し
、
園
児
の
安
全
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
建
物
本
体
は
老
朽
化
と
い
う
状
況
に

あ
り
、
施
設
の
環
境
改
善
に
は
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

立
地
条
件
か
ら
も
有
事
に
備
え
た
事
前
の
対
応
、
対
策
は
必

要
と
思
い
ま
す
。
安
心
で
安
全
な
保
育
環
境
を
整
え
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

③
今
後
、
ど
の
よ
う
な
学
校
の
在
り
方
、
教
育
方
針
を
お
考

え
か
伺
い
た
い
。

教
育
長 

答
弁

　

教
育
方
針
に
つ
い
て
で
す
が
、
本
町
で
は
、
自
然
に
感
謝

し
自
然
と
の
共
生
を
目
指
す
「
人
心
緑
化
」
の
精
神
と
人
権

尊
重
を
基
本
理
念
と
し
て
、「
森
の
国
ま
つ
の
」
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
文
化
資
源
、
人
材
な
ど
を
活
用
し
、
地
域
に
根

ざ
し
た
生
き
る
力
を
育
む
た
く
ま
し
い
森
の
国
教
育
、
他
市

町
に
な
い
特
色
あ
る
教
育
の
実
践
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
、
人
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に
は
、

自
然
と
と
も
に
学
び
遊
べ
る
環
境
づ
く
り
と
地
域
活
動
へ
の

参
加
機
会
の
拡
充
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
住
民
の
連
携
協

力
体
制
が
重
要
で
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
社
会
総
が
か
り
で
取
り
組
む
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指

し
、
生
き
る
力
を
育
む
教
育
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
潤
い
の
あ
る
学
校
生
活
が

送
れ
る
よ
う
安
心
安
全
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
防
災
教
育
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
急
激
に
変
化

す
る
社
会
へ
の
対
応
や
時
代
の
要
請
に
鋭
く
応
え
る
た
め

に
、
教
職
員
と
し
て
の
実
践
的
指
導
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
創
造
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
は
「
自
ら

の
課
題
を
発
見
し
、
解
決
す
る
力
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」、「
物
事
を
多
様
な
観
点
か
ら
考
察
す
る
力
」、「
様
々

な
情
報
を
取
捨
選
択
で
き
る
力
」
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

知
識
・
技
能
の
習
得
と
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
育
成
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

少
子
化
の
下
で
の
教
育
の
在
り
方
に
関
し
て
は
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
教
育
を
展
開
し
、
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な

人
間
性
や
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
し
、
よ
り
良
く
問
題
を
解
決
す
る

資
質
や
能
力
の
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

少
子
化
の
進
行
と
と
も
に
、
子
ど
も
同
士
の
切
磋
琢
磨
の

機
会
の
減
少
や
地
域
で
の
異
年
齢
集
団
に
よ
る
活
動
の
機
会

が
減
少
す
る
な
ど
、
学
校
教
育
に
お
け
る
影
響
は
否
め
ま
せ

ん
が
、
小
規
模
校
で
あ
る
が
故
の
良
い
点
も
あ
り
、
総
意
工

夫
に
よ
る
取
組
に
よ
り
、
す
ば
ら
し
い
成
果
が
出
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
学
校
経
営
案
に
基
づ
く
、
独
自
の
個
性

あ
る
教
育
、
子
ど
も
た
ち
の
個
々
の
能
力
を
伸
長
さ
せ
る
教

育
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た

ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
豊
か
な
価
値
観
を
創
造
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
お
り
、子
ど
も
た
ち
の
個
性
や
能
力
、適
性
、興
味
・

関
心
を
伸
長
す
る
教
育
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
具

体
的
に
は
、
外
国
語
教
育
の
充
実
や
愛
媛
大
学
教
育
学
部
と

の
連
携
に
よ
る
「
森
の
国
松
野
町
林
間
学
校
」
の
開
校
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等
を
活
用
し
た
授

業
の
展
開
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
耐
力
不
足

と
判
断
さ
れ
た
施
設
に
つ
い
て
、
文
教
施
設
耐
震
化
計
画
に

よ
り
改
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
年
度
で
は
松
野
中

学
校
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
に
は
、
松
野
中

学
校
体
育
館
、
東
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
改
修
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
教
育
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
各
学
校
、

自
主
防
災
会
、
警
察
、
消
防
等
で
組
織
す
る
松
野
町
防
災
教

育
推
進
連
絡
協
議
会
を
中
心
に
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、「
学

校
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
く
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
防
災
ビ
デ
オ
の
視
聴
を
と
お
し
て
防
災
意
識
の
向

上
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
少
子
化
が
進
む
に
つ
れ
、
学
校
教
育
の
在
り
方
も

変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
国
、
県
、
他
自
治
体
の

動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
時
代
に
即
し
た
教
育
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
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第２5回　まつの桃源郷マラソン大会開催

第2₅回　まつの桃源郷マラソン大会開催
　４月６日に「第25回まつの桃源郷マラソン大会」がスポーツ交流センター
を主会場に開催されました。
　大会には３㎞・10㎞・ハーフ（21.975㎞）の３コース17部門とウォーキング
部門に3,321人がエントリーしました。
　開会式では、ゲストランナーの中村時広愛媛県知事、長谷川淳二愛媛県副
知事、松野明美さんが挨拶をし、また、兵庫県から家族で参加の野田敬二さん、
千夏子さん、みさこさん、幸歳さんが選手宣誓を行い、会場を盛り上げました。
　参加した選手は、桃の花や山桜の咲く美しい松野路を力強く駆け抜けまし
た。
　閉会式では、上位６位までの表彰のほか、大会当日が誕生日の人に特別賞
が贈られました。恒例の『おたのしみ抽選会』は、事前抽選会と閉会式後の
大抽選会の２段階。協賛各社、各団体提供のプレゼントが大勢の参加者に贈
られました。
　また、今年は大会が開催されてから25年目の節目を迎え、閉会式後には、餅
まきが行われました。大いに賑わいをみせ、大会が締めくくられました。

【ボランティアに感謝】
　今回も「体育協会」や「婦人会」、「交通安全協会」等の途中審判員をはじめ、
「生活研究協議会」や「フレンドまつの」、「ライフまつの」、「商工会青年部」、
などのボランティアスタッフにより、森の国のアピールやサービス提供によ
り無事大会運営ができました。
　協力をいただいた皆さんに感謝いたします。
　また、会場周辺やコース沿道では交通規制等でご迷惑をおかけしました。ご
協力ありがとうございました。

第
２5
回
ま
つ
の
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン

上
位
結
果

３
㎞
中
学
生
男
子
の
部

　

１
位　

河
野　

聖
也 

０
：
09
：
26

　

２
位　

清
家　
　

陸 

０
：
09
：
36

　

３
位　

上
甲　

貴
之 

０
：
09
：
57

　

４
位　

松
浦　

統
士 

０
：
10
：
04

　

５
位　

松
本　

祥
吾 

０
：
10
：
05

　

６
位　

山
口　

竣
也 

０
：
10
：
07

３
㎞
中
学
生
女
子
の
部

　

１
位　

河
内
彩
衣
琉 

０
：
10
：
53

　

２
位　

吉
門　

由
乃 

０
：
10
：
53

　

３
位　

宮
崎　

真
実 

０
：
10
：
59

　

４
位　

權
田　

絢
音 

０
：
11
：
29

　

５
位　

松
本　

千
佳 

０
：
11
：
31

　

６
位　

山
下　

蒼
依 

０
：
11
：
33

３
㎞
小
学
生
高
学
年
男
子
の
部

　

１
位　

宮
本　

大
也 

０
：
11
：
03

　

２
位　

三
好　

雄
大 

０
：
11
：
06

　

３
位　

岩
見　

藍
人 

０
：
11
：
10

　

４
位　

西
岡　

和
哉 

０
：
11
：
11

　

５
位　

岩
見　

永
愛 

０
：
11
：
25

　

６
位　

河
野　

凌
大 

０
：
11
：
29

３
㎞
小
学
生
高
学
年
女
子
の
部

　

１
位　

小
川　

真
夢 

０
：
11
：
18

　

２
位　

越
智　

心
優 

０
：
11
：
49

　

３
位　

平
田　

美
幸 

０
：
12
：
00

　

４
位　

三
好　

菜
加 

０
：
13
：
01

　

５
位　

宝
田
麻
菜
美 

０
：
13
：
19

　

６
位　

大
松　

紋
子 

０
：
13
：
22

３
㎞
小
学
生
低
学
年
の
部

　

１
位　

野
口　

兼
生 

０
：
11
：
38

　

２
位　

嶋
家　

文
太 

０
：
13
：
04

　

３
位　

早
川　

天
空 

０
：
13
：
07

　

４
位　

舩
見　

侑
良 

０
：
13
：
09

　

５
位　

寺
田　

龍
馬 

０
：
13
：
30

　

６
位　

樋
口　

明
志 

０
：
13
：
36

３
㎞
男
子
フ
リ
ー
の
部

　

１
位　

田
村　

友
希 

０
：
10
：
54

　

２
位　

山
本　
　

凌 

０
：
11
：
16

　

３
位　

横
山　
　

彰 

０
：
11
：
23

　

４
位　

田
中　

待
成 

０
：
12
：
23

　

５
位　

山
根　

孝
一 

０
：
12
：
25

　

６
位　

毛
利　

圭
一 

０
：
12
：
26

３
㎞
女
子
フ
リ
ー
の
部

　

１
位　

山
内
沙
弥
香 

０
：
12
：
44

　

２
位　

山
下　
　

希 

０
：
13
：
14

　

３
位　
佐
々
木
美
代
子 

０
：
14
：
05

　

４
位　

原
田　

知
枝 

０
：
14
：
41

　

５
位　

上
山　

利
恵 

０
：
14
：
58

　

６
位　

岡
田　

悠
子 

０
：
15
：
12

₁₀
㎞
男
子
₄₀
歳
未
満
の
部

　

１
位　

時
谷　

勇
介 

０
：
33
：
06

　

２
位　

小
木
曽
淳
一 

０
：
33
：
11

　

３
位　

山
下　

真
司 

０
：
34
：
01

　

４
位　

杉
本　

康
平 

０
：
34
：
34

　

５
位　

片
山　

陽
介 

０
：
34
：
47

　

６
位　

泉　
　

智
史 

０
：
35
：
17

₁₀
㎞
男
子
₄₀
歳
以
上
の
部

　

１
位　

河
内　

勇
人 

０
：
36
：
54

　

２
位　

松
本　

清
二 

０
：
37
：
50

　

３
位　

次
家　

洋
明 

０
：
38
：
10

　

４
位　

石
川　

照
夫 

０
：
38
：
14

　

５
位　

二
宮　

信
一 

０
：
38
：
21

　

６
位　

菊
池　

貴
洋 

０
：
38
：
27

₁₀
㎞
女
子
₄₀
歳
未
満
の
部

　

１
位　

村
上　

史
恵 

０
：
39
：
04

　

２
位　

太
田　

貴
美 

０
：
41
：
15

　

３
位　

宇
都
宮
す
み 

０
：
43
：
32

　

４
位　

上
甲　

茉
奈 

０
：
44
：
09

　

５
位　

芳
之
内
奈
央 

０
：
44
：
28

　

６
位　

高
市　

幸
子 

０
：
45
：
28

₁₀
㎞
女
子
₄₀
歳
以
上
の
部

　

１
位　
新
堂
シ
ョ
コ
タ
ン 

０
：
43
：
10

　

２
位　

越
智　

明
美 

０
：
46
：
47

　

３
位　

武
智
し
お
み 

０
：
51
：
38

　

４
位　

小
松　

加
奈 

０
：
51
：
42

　

５
位　

高
橋　

千
恵 

０
：
51
：
51

　

６
位　

平
井　

良
子 

０
：
51
：
54

ハ
ー
フ
男
子
₃₅
歳
未
満
の
部

　

１
位　

清
水　

研
光 

１
：
12
：
28

　

２
位　

山
本　
　

隼 

１
：
15
：
38

　

３
位　

田
中　

大
祐 

１
：
17
：
03

　

４
位　

大
戸　

直
樹 

１
：
17
：
34

　

５
位　

高
市　

要
志 

１
：
17
：
46

　

６
位　

大
岩　
　

誠 

１
：
17
：
57

ハ
ー
フ
男
子
₃₅
〜
₄₄
歳
の
部

　

１
位　

清
家　

寛
樹 

１
：
18
：
09

　

２
位　

林　
　

将
生 

１
：
18
：
49

　

３
位　

滝
幸　

雅
也 

１
：
19
：
01

　

４
位　

浜
崎　

昭
憲 

１
：
19
：
49

　

５
位　

山
本　

慎
吾 

１
：
20
：
20

　

６
位　

高
月　

裕
也 

１
：
21
：
41

ハ
ー
フ
男
子
₄₅
〜
₅₄
歳
の
部

　

１
位　

宮
地　

敏
行 

１
：
17
：
34

　

２
位　

和
家　

慶
延 

１
：
18
：
49

　

３
位　

高
岡　

正
直 

１
：
24
：
43

　

４
位　

神
山　

悟
志 

１
：
26
：
37

　

５
位　

長
谷
川
淳
二 

１
：
28
：
08

　

６
位　

佐
藤　

裕
二 

１
：
28
：
38

ハ
ー
フ
男
子
₅₅
歳
以
上
の
部

　

１
位　

島　
　

一
智 

１
：
23
：
03

　

２
位　

殿
水　
　

稔 

１
：
28
：
09

　

３
位　

羽
田　

二
郎 

１
：
29
：
06

　

４
位　

阪
本　

高
徳 

１
：
32
：
28

　

５
位　

安
藤　
　

茂 

１
：
32
：
50

　

６
位　

佐
竹
誠
二
郎 

１
：
32
：
58

ハ
ー
フ
女
子
₄₀
歳
未
満
の
部

　

１
位　

浅
野
み
ゆ
き 

１
：
32
：
28

　

２
位　

曽
我　

敬
子 

１
：
39
：
01

　

３
位　

二
宮　

昌
代 

１
：
43
：
14

　

４
位　

上
杉　

光
代 

１
：
43
：
49

　

５
位　

松
田　

典
子 

１
：
44
：
40

　

６
位　

渡
瀬　

晶
子 

１
：
48
：
13

ハ
ー
フ
女
子
₄₀
歳
以
上
の
部

　

１
位　

毛
利　

千
里 

１
：
34
：
26

　

２
位　

松
本　

啓
子 

１
：
35
：
56

　

３
位　

中
矢　

裕
子 

１
：
36
：
31

　

４
位　

宇
都
宮
優
子 

１
：
38
：
48

　

５
位　

山
内
奈
都
美 

１
：
41
：
18

　

６
位　

冨
永
る
り
子 

１
：
41
：
23
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森 の国だ より

高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
定
書
合
同
調
印
式

鉄
道
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン

出
発
式

河
後
森
城
吟
行

２
28

３
15

３
23

　

県
内
５
市
町
（
八
幡
浜
市
、
大
洲
市
、
東
温
市
、
久
万
高

原
町
、
松
野
町
）
と
協
力
事
業
者
（
伊
予
銀
行
、
愛
媛
銀
行
、

コ
ー
プ
え
ひ
め
、
え
ひ
め
南
農
協 

ほ
か
県
内
３
農
協
）
に

よ
る
「
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
定
書
」
の
合
同

調
印
式
が
２
月
28
日
、
中
村
県
知
事
立
ち
会
い
の
も
と
、
愛

媛
県
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
協
定
は
、
市
町
と
協
力
事
業
者
が
連
携
協
力
し
て
、

高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、
協
力
事
業
者
の
通
常
業
務
の
範
囲
内

で
、
高
齢
者
宅
等
に
お
い
て
、
日
常
生
活
に
何
ら
か
の
異
変

を
察
知
し
た
場
合
に
は
、
市
町
に
そ
の
情
報
を
提
供
し
、
通

報
を
受
け
た
市
町
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
民
生
委

員
等
と
連
携
し
安
否
を
確
認
す
る
し
く
み
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
松
野
町
で
は
、
今
回
、
協
定
を
締
結
し
た
協
力
事

業
者
以
外
に
も
、
新
聞
や
牛
乳
の
配
達
業
者
、
郵
便
局
、
商

工
会
な
ど
の
事
業
者
や
区

長
会
、
民
生
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
、
各
種
団
体

の
協
力
で
「
森
の
国
き
き

さ
れ
（
危
機
去
れ
）
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」が
構
築
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
の
活
動

の
中
で
見
守
る
人
、
見
守

ら
れ
る
人
を
特
定
せ
ず
、

さ
り
げ
な
く
見
守
る
と
い

う
形
で
の
見
守
り
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
近
隣
住
民
と
の

付
き
合
い
が
希
薄
化
し
、

死
後
数
日
を
経
過
し
て
発
見
さ
れ
る
「
孤
独
死
」「
孤
立
死
」

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
行
政
や
事
業
者
等
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
支

え
合
う
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
23
日
、
河
後
森
城
吟
行
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
不
器
男
忌
俳
句
大
会
で
は
選
者
で
も
あ
る

三
間
町
在
住
の
平
岡
千
代
子
氏
を
招
き
、
22
名
の
参
加
者
た

ち
が
春
の
陽
気
の
中
で
吟
行
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
自
由
に
河
後
森
城
跡

を
散
策
し
、
河
後
森
城
跡
の
植
物
や
松
野
の
風
景
を
句
に
詠

ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
不
器
男
記
念
館
奥
座
敷
で
句
会
が
行
わ
れ
、
一

人
５
句
ず
つ
俳
句
を
出
し
、
参
加
者
が
自
分
の
気
に
入
っ
た

俳
句
を
選
ぶ
互
選
を
行
い
ま
し
た
。

　

句
会
で
は
、
河
後
森
城
跡
に
あ
る
も
く
れ
ん
の
花
や
、
本

郭
か
ら
見
え
る
予
土
線
の
風
景
な
ど
を
詠
ん
だ
句
な
ど
が
好

評
で
、
参
加
者
た
ち
は
う
ら
ら
か
な
松
野
の
春
を
満
喫
し
た

よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
岡
氏
の
講
評
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
不
器
男

が
愛
し
た
松
野
の
自
然
や
俳
句
の
魅
力
を
再
確
認
す
る
よ
い

機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

平
成
26
年
は
、
予
土
線
全
線
開
通
40
周
年
と
宇
和
島
駅
〜

近
永
間
開
通
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
記
念
の
年
で
す
。
こ
の

節
目
に
合
わ
せ
、
Ｊ
Ｒ
予
土
線
で
は
「
０
系
新
幹
線
」
を
模

し
た
「
鉄
道
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
」
を
運
行
す
る
こ
と
と
な
り
、

３
月
15
日
、
宇
和
島
駅
で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
列
車
は
、「
新
幹
線
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
元
国
鉄
総

裁
の
十
河
信
二
氏
が
愛
媛
県
出
身
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
企

画
さ
れ
た
も
の
で
、
初
代
０
系
新
幹
線
の
特
徴
で
あ
る
だ
ん

ご
鼻
が
特
徴
の
愛
ら
し
い
車
体
は
、
鉄
道
フ
ァ
ン
だ
け
で
な

く
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
人
気
が
あ
り
、
出
発

式
会
場
と
な
っ
た
宇
和
島
駅
ホ
ー
ム
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

町
内
各
駅
で
も
通
過
時
間
に
合
わ
せ
大
勢
の
住
民
が
乗
客

や
列
車
に
向
け
て
手
づ
く
り
の
旗
や
手
を
振
り
ま
し
た
。
松

丸
駅
で
は
、
十
河
氏
直
筆
の
書
が
町
内
に
あ
る
こ
と
に
ち
な

み
、
拡
大
し
た
「
心
身
学
道
」
の
文
字
を
ぽ
っ
ぽ
温
泉
の
足

湯
か
ら
掲
示
し
、鉄
道
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
を
出
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
予
土
線
を
走
る
観
光
列
車
は
、
鉄
道
ホ
ビ
ー
ト

レ
イ
ン
、
海
洋
堂
ホ

ビ
ー
ト
レ
イ
ン
、
し

ま
ん
ト
ロ
ッ
コ
号
の

３
兄
弟
と
な
り
、
さ

ら
に
は
、
4
月
19
日

か
ら
土
日
祝
日
に
サ

イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
が

走
り
ま
す
。
生
活
の

足
と
し
て
、
ま
た
、

全
国
で
も
有
数
の
観

光
路
線
に
な
り
つ
つ

あ
る
予
土
線
に
是
非

ご
乗
車
く
だ
さ
い
。
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森 の国だ より

き
ち
み
ん
か
森
の
国

３
27

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

３
30

　

町
内
の
桜
を
巡
る
「
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
吉
野
生
地
区
保
健
推
進
会
が
、

住
民
の
健
康
維
持
と
体
力
づ
く
り
を
目
的
に
気
軽
に
参
加
で

き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
企
画
し
、「
歩
き
隊
」
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
丸
身
会
長
以
下

21
名
の
参
加
者
が
松
野
中
学
校
の
桜
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
吉
野
生
駅
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
松
野
中
学
校
の

桜
並
木
と
新
築
さ
れ
た
校
舎
の
外
観
を
見
な
が
ら
西
小
学

校
、
永
唱
寺
付
近
、
河
後
森
城
を
回
っ
て
、
富
岡
か
ら
吉
野

文
殊
公
園
の
桜
を
み
る
お
よ
そ
11
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
日
か
ら
の
雨
で
、
松
野
中
学
校

往
復
に
コ
ー
ス
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

満
開
の
桜
と
風
に
舞
う
花
び
ら
の
美
し
さ
に
参
加
者
の
心

も
ほ
ん
の
り
と
桜
色
に
染
ま
り
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
た
よ
う
で
す
。
帰
路
に
は
、
日
本
一
遅
い
新
幹
線
に
も
出

あ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
参
の
カ
メ
ラ
や
携
帯
で
か
わ
い
ら
し

い
新
幹
線
車
両
を
写
し
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
吉
野

生
駅
前
駐
車
場
に
あ
る
桜
の
木
の
下
で
お
花
見
弁
当
を
い
た

だ
き
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

保
健
推
進
会
で
は
、
26
年
度
も
健
康
づ
く
り
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
実
施
予
定
で
す
。
開
催
要
項
は
回
覧
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

３
月
27
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
森
の
国
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
ク
ラ
ブ
ツ
ア
ー
受
入
実
践
事
業「
き
ち
み
ん
か
森
の
国
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
愛
媛
大
学
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
都
会
育
ち
の
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
暮

ら
し
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
受
入
れ
側
と
な
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
、
観
光
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身

に
つ
け
る
良
い
機
会
と
な
る
も
の
で
、
毎
年
定
期
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
桃
や
桜
が
見
頃
を
迎
え
て
お
り
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
中
学
校
や
桃
畑
で
の
お
花
見
や
、

町
内
押
花
絵
グ
ル
ー
プ
の
指
導
の
も
と
森
の
国
の
草
花
を

使
っ
た
押
し
花
は
が
き
作
り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
材
料
に

使
わ
れ
た
の
は
、
桃
の
花
、
土
筆
、
す
み
れ
な
ど
の
春
の
植

物
や
、
高
菜
、
人
参
と
い
っ
た
野
菜
の
葉
や
花
な
ど
で
、
子

ど
も
た
ち
は
デ
ザ
イ
ン
に
苦
労
し
な
が
ら
も
自
分
だ
け
の
１

枚
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
中
に
は
、
切
手
を
貼
っ
て
家
族
に

送
る
子
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
４
軒
の
農
家
民
宿
に
分
か
れ
て
宿
泊
し
、

宿
で
の
交
流
や
野
菜
の
収
穫
、
川
遊
び
な
ど
の
体
験
を
楽
し

み
、
翌
日
は
、
山
城
の
会
の
ガ
イ
ド
で
河
後
森
城
跡
を
散
策

し
、
城
の
歴
史
や
造
り
、
植
生
な
ど
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら

中
世
の
山
城
登
城
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
然
の
な
か
で
の
遊
び
や
町

民
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
普
段
と
は
ち
が
っ
た
暮
ら
し
を
体

験
し
、「
楽
し
か
っ
た
、
ま
た
来
た
い
。」
と
口
に
し
な
が
ら

都
会
へ
と
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
「
き
ち
み
ん
か
森
の
国
」
は
今
夏
に
も
開
催
さ
れ
る
予
定

で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
メ
ン

バ
ー
も
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
の
国
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
で
は
、
農
家

民
宿
開
業
希
望
者
や
田
舎
体
験
に
興
味
の
あ
る
人
の
入
会
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

森
の
国
Ｇ
Ｔ
ク
ラ
ブ
事
務
局　

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
・
１
１
１
１　

企
画
振
興
課
内
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越
智
麻
理
絵　
副
所
長

　

こ
の
4
月
よ
り
中
央
診
療
所
に
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
越
智

と
申
し
ま
す
。

　

自
治
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
県
立

中
央
病
院
、
西
予
市
立
宇
和
病
院
に

勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
皆
様
を
知
り
松
野
町
を
知
り
、
ゆ
っ
く
り
と
診
療
を
始
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
中
央
診
療
所
が
、
松
野
町
の
医
療
・
保
健
・
福

祉
の
支
え
と
な
る
べ
く
、
微
々
た
る
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
歩
ん
で
い
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保
健
診
療
所

川
上　
貴
正　
所
長　

　

初
め
ま
し
て
。

　

４
月
か
ら
中
央
診
療
所
に
赴
任
致

し
ま
し
た
川
上
貴
正
と
申
し
ま
す
。

　

松
野
町
の
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、

医
療
・
福
祉
は
も
ち
ろ
ん
で
は
あ
り
ま
す
が
、
行
政
の
皆
様
、
そ
し
て
何

よ
り
町
民
の
皆
様
の
御
協
力
が
必
要
で
す
。
病
気
を
治
す
こ
と
だ
け
で
な

く
、
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
、
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
地
域

全
体
の
皆
様
で
健
康
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

の掲示板ま ち

父
と
子
の
宇
宙
の
話
風
光
る 

伊
藤　

富
子

閑
散
と
森
の
ホ
テ
ル
や
春
暖
炉 

岡
本　

京
子

初
音
聞
く
棚
田
の
空
の
明
け
て
き
し　
　
　
　

 

金
谷　

重
子

夭
逝
の
女ひ

と

に
似
た
り
し
雛ひ

い
な

か
な 

金
谷　

文
恵

春
う
ら
ら
一
羽
見
張
り
の
鴉
か
な 

木
下
三
千
恵

磯
遊
び
松
の
古
木
や
鳶
の
笛 

駒
山　

忠
夫

春
菊
や
隣
も
二
人
住
ま
ひ
に
て 

谷　

き
よ
し

春
う
ら
ら
行
き
か
ふ
人
の
隅
田
川 

布　
　

久
光

柔
ら
か
き
陽
ざ
し
の
中
を
残
る
鴨 

布　
　

康
江

春
愁
や
妻
の
こ
と
や
ら
孫
の
こ
と 

ひ
の
た
い
ら

耕
人
の
律
儀
見
せ
た
る
田
面
か
な 

宮
崎
き
く
を

胸
中
に
忘
却
の
文
字
春
し
ぐ
れ 

山
下
ス
ミ
子

下
駄
箱
の
汚
れ
し
ま
ま
に
春
来
た
る赤

松　

午
子

行
く
先
の
分
る
は
ず
な
き
恋
の
猫 

稲
谷
キ
ミ
子

黄
水
仙
小
さ
く
揺
れ
て
寺
の
鐘 

上
田
み
ち
子

我
こ
そ
と
開
花
宣
言
待
ち
に
待
つ 

岡
本　

三
葉

こ
こ
か
し
こ
踏
み
つ
け
そ
う
な
犬
ふ
ぐ
り　
　

 

竹
内
サ
ダ
子

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会
　
三
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
三
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
三
月
投
句
分

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

　

春
寒
し
嬉
し
恥
し
初
句
会

　

定
番
の
天
ぷ
ら
苦
し
ふ
き
の
と
う

 

西
予
市　

水
口　

美
鶴

　

不
器
男
館
裏
よ
り
入
り
て
梅
の
花

 

西
予
市　

芝
田　
　

京

　

椿
落
つ
不
器
男
の
庭
の
日
射
し
か
な

　

夭
折
の
不
器
男
の
パ
イ
プ
浅
き
春

 

香
川
県
小
豆
島
町　

星　
　
　

凛

　

句
会
果
て
不
器
男
を
語
る
春
の
宵

 

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

　

春
寒
し
不
器
男
の
家
の
古
畳

 

西
予
市　

吉
良　

ゆ
り

《
虹
の
森
公
園
》

　

久
に
訪
ふ
句
碑
の
袂
に
雪
中
化

 

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

　

た
ん
ぽ
ぽ
が
春
が
き
た
こ
と
し
ら
せ
て
る

宇
和
島
市　

も
と
や
ぶ
り
お
ん

《
目
黒
ふ
る
さ
と
館
》

　

寄
り
道
は
菜
の
花
揺
れ
て
空
青
し

　

名
も
知
れ
ぬ
鳥
鳴
き
に
け
り
野
の
菫

　

ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ロ
と
ん
び
の
鳴
き
て
春
便
り

　

風
邪
に
寝
る
吾
れ
に
鶯
呼
び
か
け
る

　

背
を
丸
げ
春
の
草
引
く
父
八
十
路

　

白
木
蓮
小
鳥
遊
ん
で
い
る
よ
う
な

　

堤
に
は
土
筆
千
本
生
え
に
け
り

　

東
風
吹
か
ば
か
も
め
に
パ
ン
く
ず
春
港

　

草
引
き
の
追
い
つ
か
ぬ
ほ
ど
春
の
草

　

春
の
朝
陽
を
浴
び
椿
笑
ひ
顔

　

菜
の
花
の
道
登
り
つ
め
海
広
し

　

宇
和
島
市　

竹
村　

路
子

　

遍
路
二
人
す
れ
ち
が
い
様
会
釈
せ
り

松
野
町　

青
儀　

由
紀

松
野
町
に
新
し
い
風
！

新
任
職
員・教
職
員
の
紹
介
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　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

総務課
音地　絢太 さん
　はじめまして。この度、総務課総務
管理グループに配属となりました音地
絢太と申します。私たちはゆとり世代
といわれていますが、そんな逆風を
跳ね返せるようやる気と根気をもって
日々精進して参ります。今後ともよろ
しくお願い致します。

農林課
上野　未奈 さん

　この度、農林課農林振興グループ配
属となりました上野未奈と申します。
この４月に８年間離れていた松野町に
戻って参りました。生まれ育った松野
町に貢献できるよう頑張りますので、
どうぞよろしくお願い致します。

町民課
竹内　　力 さん
　４月から町民課に配属となりました、
竹内力です。３月に高校を卒業したば
かりで、まだまだ未熟者ですが、１日
でも早く町民の方々のお役に立てるよ
うに頑張りますので、よろしくお願い
します。

保健福祉課
藤原　　淳 さん

　はじめまして。この度、保健福祉課
に配属になりました藤原淳と申します。
地元松山を離れ、松野町の発展のため
に日々努力してまいりますので、よろ
しくお願いいたします。

新任職員紹介

松野西小学校
❶丸山　順二　教頭先生
森の国松野町での勤務は３年目となりました。本年度から「キラリ
と輝く松野西！あいさつ日本一の松野西！」を目標にがんばります。
❷高橋　寿子　先生
初めての松野町勤務となりました。車も新車になり、気持ちも新
たにやる気は十分です。一生懸命がんばりますのでよろしくお願
いします。
❸丸本　洋子　先生
初めての松野町、初めての仕事、いつも新鮮でわくわくした気持
ちでいっぱいです。まだまだ未熟者ですがよろしくお願いします。
❹岡本　卓也　先生
初めての松野町、毎日新しい発見をしています。子どもたちの元
気なパワーに負けないように精一杯がんばります。
松野南小学校
❺吉本　　史　先生
松野町で２校目の勤務となります。自然豊かな目黒の地で、子ど
もたちとともにがんばりたいと思います。
❻渡邊　　民　先生
初めての松野町にワクワク、ドキドキしています。新しい出会いに
感謝し、一生懸命がんばりたいと思います。よろしくお願いします。
松野東小学校
❼高田　治広　教頭先生
３年ぶりの松野町、そして、縁の深い東小での勤務、うれしい気
持ちでいっぱいです。明るく素直な子どもたちと元気いっぱいが
んばります。よろしくお願いします。

❶

❼

❹ ❷❸

❻❺

松野町地域おこし協力隊員２名に委嘱状交付
　松野町では、平成26年度より地域おこし協力隊を導入し、４月１日に隊員２名に委嘱状の交付をおこないました。
　この地域おこし協力隊は、総務省の支援を受け、都市住民を受け入れ、地域協力活動に従事してもらい、あわせ
てその定住・定着を図りながら、地域の活性化に貢献するものです。
　松野町では、桃再生事業、特産品ブランド化事業、アグリレスキュー事業、地域住民とともに地域協力活動事業
等をおこなっていく予定としております。
　２名の隊員が町内で活動をおこなっていますので、皆様方のご支援・ご協力をお願い致します。

岡　本　新　也
　この度、地域おこし協力隊に配属
になりました岡本新也と申します。
地元である松野町の素晴らしさを
少しでも多くの方々に知って頂く
ように広報活動に勤め、地元に根付
いた農業や支援活動も若い力で貢
献できるよう頑張ってまいります。
今後とも宜しくお願い致します。

矢　間　大　藏
　松野町地域おこし協力隊に入隊い
たしました矢間大藏と申します。大
阪で20年、コピーライターをなりわい
に暮らしておりましたが、心機一転、
家族とともに移住してまいりました。
夢は「都会人がうらやむオシャレ農
家」「二人の娘を松野の嫁にすること」
です。よろしくお願い申し上げます。
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松野町 類似団体平均 全国町平均

Ｈ20

Ｈ25

Ｈ25 （※参考値）

未　公　表

区　分 住民基本台帳人口
（平成24年度末）

歳出額
　　　Ａ 実質収支 人件費

　　　Ｂ
人件費率
　　Ｂ／Ａ

　（参考）
23年度の人件費率

年　度
24

　　　　　　　人
4,362

　　　千円
3,251,558

　　　千円
121,324

　　　千円
514,811

　　　％
15.8

　　　　　　％
18.5

１　総　括
　⑴　人件費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
　　　Ａ

給　　　与　　　費 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ

（参考）類似団体平均
１人当たり給与費給　料 職員手当 期末勤勉手当 　　計　　Ｂ

年　度
24

　　人
62

　　　千円
239,568

　　　千円
22,401

　　　千円
78,225

　　　千円
340,194

　　　千円
5,487 未　公　表

　⑵　職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　職員数は、平成24年４月１日現在の人数です。

　⑶　特記事項　なし
　⑷　ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）１　 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とし
た場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

　　　２　 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団
体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

　　　３　 参考値は、国家公務員の時限的な（2年間）給与改定特例法
による措置が無いとした場合の値である。

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
松　野　町 41.4　歳 　304,500　円 　326,944　円
愛　媛　県 44.8　歳 　349,312　円 　446,816　円
国 43.1　歳 307,220　円

（332,446）　 ー
類似団体 未　公　表

区　分 公　　　　　務　　　　　員
平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額

松　野　町 　※歳 ※人 　※　円 　※　円
愛　媛　県 49.6歳 279人 　342,187円 　384,379円
国 49.9歳 3,272人 272,119円

（286,850）　 ー
類似団体 未　公　表

（注）１ 　「平均給料月額」とは、平成25年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　 ２ 　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したもので、

地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。
　　　 　また、「平均給与月額（国ベース）」は国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことか

ら、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものである。
　　 ３ 　国家公務員欄における「平均給料月額」及び「平均給与月額（国ベース）」の括弧書きは、給与改定特例法による措置がないとした場

合の値（減額前）である。
　　 ４　個人情報保護の観点から、対象となる職員が３人未満の場合は、アスタリスク（※）で表示しています。

　②　技能労務職

区　　　分 1　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級
１ 号 級 の 給 料 月 額 136,183 186,598 223,858 263,026 290,443
最 高 号 給 の 給 料 月 額 244,747 309,123 356,225 389,969 402,322

（注）給料月額は、給与抑制措置を行う前のものです。

２　一般行政職給料表の状況（平成25年４月１日現在） （単位：円）

３　職員の平均給与月額、初任給等の状況
　⑴　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成25年４月１日現在）
　①　一般行政職

　⑵　職員の初任給の状況（平成25年４月１日現在）
区　　分 松野町 愛媛県 国

一般行政職 大 学 卒 172,940　円 176,355　円 163,987（172,200）　円
高 校 卒 140,702　円 142,911　円 133,418（140,100）　円

技能労務職 高 校 卒 137,789　円 137,789　円   　―　　円
中 学 卒   　―　　円 122,122　円   　―　　円

（注）１　国家公務員欄における括弧書きは、給与改定特例法による措置がないとした場合の値（減額前）である。

区　　分 経験年数10年以上15年未満 経験年数15年以上～20年未満 経験年数20年以上～25年未満
一般行政職 大 学 卒   247,500　円   297,500　円   350,400　円

高 校 卒 　―   280,100　円   304,000　円
技能労務職 大 学 卒 　― 　― 　―

高 校 卒 　― 　― 　―

　⑶　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成25年４月１日現在）

４　一般行政職の級別職員数等の状況
　⑴　一般行政職の級別職員数の状況（平成25年４月１日現在）
区　分 標準的な職務内容 職　員　数 構　成　比
１　級 主 事 補  ・ 主 事 8人 16.0％
２　級 主 　 査 2人 4.0％
３　級 主 任 20人 40.0％
４　級 班 長 12人 24.0％
５　級 課 長 8人 16.0％

（注）１　松野町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　  ２ 　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務

です。

平成25年度　松野町給与・定員管理等の公表について
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平成25年度　松野町給与・定員管理等の公表について
　⑵　昇給への勤務成績の反映状況
　 　勤務成績により成績率に差をつけることができる規定はあるが、評価者訓練が充分とはいえず、公平公正な評
価ができないことにより、人事評価を実施しておらず、昇給区分に差を設けていません。

【参考】勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般行政職）
　 　勤務成績により成績率に差をつけることができる規定はあるが、評価者訓練が充分とはいえず、公平公正な評
価ができないことにより、一律による支給としています。

５　職員の手当の状況
　⑴　期末手当・勤勉手当

松　野　町 愛　媛　県 国
１人当たり平均支給額（平成24年度）
　　　　　　　　　　　　　960千円

１人当たり平均支給額（平成24年度）
　　　　　　　　　　　  　1,552千円 －

（平成24年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.35月分
　　　  （1.45）月分　　   （0.65）月分

（平成24年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.35月分
　　　  （1.45）月分　　   （0.65）月分

（平成24年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.35月分
　　　  （1.45）月分　　   （0.65）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　５～15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　５～20％
・管理職加算　20～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　５～20％
・管理職加算　10～25％

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

　⑵　退職手当（平成25年４月１日現在）
松　野　町 国

（支給率）        　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　　23.03  月分　　28.7875   月分
勤続25年　　　32.83  月分　　38.955 　 月分
勤続35年　　　46.55  月分　　55.86　    月分
最高限度額　　55.86  月分　　55.86　    月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特別措置２～20％加算

（支給率）        　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　　23.03  月分　　28.7875   月分
勤続25年　　　32.83  月分　　38.955 　 月分
勤続35年　　　46.55  月分　　55.86　    月分
最高限度額　　55.86  月分　　55.86　    月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特別措置２～20％加算

　⑶　地域手当　　　　該当ありません
　⑷　特殊勤務手当（平成25年４月１日現在）

　⑸　時間外勤務手当
支給実績　　　　　　  　　　（平成24年度決算） 6,584　千円
職員１人当たり平均支給年額（平成24年度決算） 143　千円
支給実績　　　　　  　　　　（平成23年度決算） 3,875　千円
職員１人当たり平均支給年額（平成23年度決算） 92　千円

　⑹　その他の手当（平成25年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制
度との
異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（平成24年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成24年度決算）

扶養手当

・配偶者： 13,000円
・配偶者以外の扶養親族：   6,500円
・配偶者がいない場合扶養親族のうち1人：

11,000円
・扶養親族である子のうち特定期間にある子：
 1人につき5,000円加算

同 6,476　千円 185,028　円

住居手当

・借家、間借居住者    
　　家賃　23,000円以下：
　　　月額から　12,000円を控除した額
　　家賃　23,000円を超：
　　　 月額から23,000円を控除した額の２分の１

（控除した額の２分の１が　16,000円を超
えるときは16,000円）を11,000円に加算
した額

・新築及び購入後５年間　2,500円

異
新築及び
購入後　
５年間：　
2,500円

1,463　千円 91,437　円

通勤手当

・交通機関利用者で、片道２㎞以上
　全額支給限度額　55,000円
　２分の１加算限度額　20,000円
・自動車等利用者・・・一般の場合
  ２～５㎞    2,000円、  ５～10㎞　  4,100円
  10～15㎞    6,500円、15～20㎞　  8,900円
  20～25㎞ 11,300円、25～30㎞　13,700円
  30～35㎞ 16,100円、35～40㎞　18,500円
  40～45㎞ 20,900円、45～50㎞　21,800円
  50～55㎞ 22,700円、55～60㎞　23,600円
  60㎞以上  24,500円

同 1,244　千円 33,621　円

支給実績（平成24年度決算） 7,200　千円
支給職員１人当たり平均支給年額（平成24年度決算） 3,600,000　　円
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成24年度） 2.3　％　

手当の種類（手当数） ２種類
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
技能手当 医師 放射線取扱 月額 　150,000円
研究手当 医師 病理生理学の研究事務 月額 　150,000円
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平成25年度　松野町給与・定員管理等の公表について

管理職手当

・課長： 21,000円
・班長： 15,400円
・診療所長： 給料月額の14%
・診療所副所長： 給料月額の11%
・看護師長： 給料月額の９%

異
組織が異な
り比較でき
ない

4,302　千円 153,624　円

管理職特別
勤務手当

・課長： 8,000円
・班長： 6,000円
・診療所長： 8,000円
・施設長： 8,000円

異
組織が異な
り比較でき
ない

60　千円 20,000　円

６　特別職の報酬等の状況（平成25年４月１日現在）　
区　分 支　給　額　等 備考（類似団体における最高額／最低額）

給
料 町 長 600,000　円／月 （830,000円／ 485,000円）

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

180,000　円／月
150,000　円／月
137,000　円／月

（310,000円／ 171,100円）
（251,000円／ 119,000円）
（230,000円／ 100,000円）

期
末
手
当

町 長
議 長
副 議 長
議 員

（平成24年度支給割合）
2.95　月分

退
職
手
当 町 長 （算定方式）　　　　　　　　　　　 （1期の手当額）　　　　　  　（支給時期）

１カ月につき100分の46　　　　　　13,248,000円　　　　　　　退職の翌月

　　　　　　　　区  分
部  門　　　　　　　　

職     員     数
対前年増減数 主な増減理由

平成24年度 平成25年度

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
商 工
土 木

1
13
2
16
8
6
3
3

1
14
2
17
9
7
2
3

　　0
　　1
　　０
　　1
　　1
　　１
△　１
　　０

・企画開発部門による業務増による職員増

・保育士職員増
・保健対応業務による職員増
・農林業充実強化の為職員増
・いやし博終了による業務減

小 計 52 55 　　3 （参考）人口１万人当たり職員数 126.09人
※類似団体の人口1万人当たりの職員数 169.79人

特
別
行
政

部　
　

門

教 育 10 11 　　１ ・業務増による増
小 計 10 11 　　１

小　　　計 62 66 　　４ (参考）人口1万人当たり職員数 151.31人
※類似団体の人口1万人当たりの職員数 204.38人

特
別
会
計

部　
　

門

病　　　院
水　　　道
そ　の　他

12
1
6

12
1
6

　　０
　　０
　　０

小　　　計 19 19 　　０

合　　　　　計 81
［125］

85
［125］

　　4

７　職員数の状況
　⑴　部門別職員数の状況と主な増減理由 （平成25年４月１日現在）

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　  ２　［　　］内は、条例定数の合計です。
　⑵　年齢別職員構成の状況（平成25年４月１日現在）

区 分 20歳
未満

20歳～
23歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

40歳～
43歳

44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳～
59歳

60歳
以上 計

職員数 　　人
1

　　人
2

　　人
4

　　人
3

　　人
7

　　人
16

　　人
12

　　人
9

　　人
11

　　人
9

　　人
10

　　人
0

　　人
84

（注）教育長を除く。

人 人 人

　⑶　職員数の推移
年　度　　部　門 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 過去５年の増減数/率

一 般 行 政 61 56 53 53 52 55 △ 6 △9.84%
教　　　 育 9 9 ９ 10 10 11 2 22.22%
普 通 会 計 70 65 62 63 62 66 △ 4 △5.71%
特 別 会 計 計 21 20 19 19 19 19 △ 2 △9.52％
総　 合　 計 91 85 81 82 81 85 △ 6 △6.59%

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18

構成比



19

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

入札日 工事（業務）名 工事（業務）概要 業務場所 業務種別 落札業者 落札金額 所管課
Ｈ25. 6.14 有害獣解体処理施設整備設計監理業務 有害獣解体処理施設整備工事に伴う設計監理業務 富　岡 設計監理 不落 不落 産業振興課
Ｈ25. 7.17 低燃費低公害車購入事業 トヨタ　アクアＳ　１台、付属品一式 松　丸 自動車購入 山崎自動車 1,974,000 総務課
Ｈ25. 7.17 松野西小学校図書室エアコン設置工事 エアコン新規設置（松野西小学校図書室用３馬力程度） 松　丸 建　築 渡辺電機 1,239,000 教育課
Ｈ25. 7.17 福祉団地ヘリポート舗装工事 舗装工：418㎡、立木伐採：150㎡、区画線：49ｍ 豊　岡 舗　装 南予開発㈲ 1,995,000 総務課

Ｈ25. 7.17 有害獣解体処理施設整備設計監理業務委託 有害獣解体処理施設整備工事に伴う設計監理業務 富　岡 設計監理 ㈲金谷住宅建築工業 1,533,000 産業振興課

Ｈ25. 7.17 松野中学校屋内運動場耐震補強工事設計監理業務委託 設計監理　松野中学校屋内運動場の耐震補強　鉄骨造　923㎡　1棟 延野々 設計監理 不落 不落 教育課

Ｈ25. 8.19 松野町舗装修繕計画策定業務委託 路面性状調査及び修繕計画策定（延長Ｌ＝76.2㎞） 町　内 その他 ㈱パスコ愛媛支店 7,665,000 建設環境課

Ｈ25. 8.19 奥野川1-16集落・避難路保全斜面地震対策工事

法覆コンクリートＬ＝13ｍ、石積工Ａ＝22㎡、１号Ｕ型水路Ｌ＝13ｍ、
２号Ｕ型水路Ｌ＝９ｍ、エンビパイプＬ＝４ｍ、ストンガードＬ＝13
ｍ、取壊しコンクリ－トＬ＝12ｍ、場所打コンクリ－トＬ＝12ｍ、仮設
防護柵Ｌ＝13ｍ

奥野川 土　木 ㈴宮崎建設 6,089,299 建設環境課

Ｈ25. 8.19 目黒9-38集落・避難路保全斜面地震対策工事
法覆コンクリートＬ＝22ｍ、石積工Ａ＝68㎡、Ｌ型水路Ｌ＝22ｍ、スト
ンガードＬ＝21ｍ、仮設防護柵Ｌ＝22ｍ 目　黒 土　木 中山産業㈱ 8,854,440 建設環境課

Ｈ25. 8.19 奥野川1-30集落・避難路保全斜面地震対策工事

法覆コンクリートＬ＝20ｍ、石積工Ａ＝25㎡、１号Ｕ型水路Ｌ＝20ｍ、
２号Ｕ型水路Ｌ＝２ｍ、エンビパイプＬ＝６ｍ、ストンガードＬ＝19
ｍ、１号取壊しコンクリ－トＬ＝20ｍ、２号取壊しコンクリ－トＬ＝
13ｍ、場所打コンクリ－トＬ＝20ｍ、仮設防護柵Ｌ＝20ｍ

奥野川 土　木 ㈲山口建設 9,966,695 建設環境課

Ｈ25. 9.24 消防用小型動力ポンプ購入事業 消防用小型動力ポンプ（Ｂ‒2級）１台（艤装費用、付属品含む） 松　丸 物品購入 ㈱岩本商会　宇和島営業所 1,722,000 総務課

Ｈ25. 9.24 松野東小学校プールろ過装置改修工事 機械設備（ろ過装置、消毒剤注入装置）、電気設備、配管設備、基礎解体
及び新設 吉　野 建　築 三和設備㈱ 6,426,000 教育課

Ｈ25. 9.24 松野中学校屋内運動場耐震補強工事設計監理業務委託 設計監理　松野中学校屋内運動場の耐震補強　鉄骨造　923㎡　１棟 延野々 設計監理 不落 不落 教育課

Ｈ25.10.18 史跡河後森城跡保存整備実施設計業務委託
史跡河後森城跡東部ゾーン・風呂ヶ谷ゾーンの環境整備工事に伴う実
施設計業務 松丸・富岡 設計監理 ㈱空間文化開発機構 924,000 教育課

Ｈ25.10.18 町道古井谷線舗装工事 Ｌ＝448.51ｍ　W＝5.5（9.25）ｍ　舗装工　A＝4,280㎡、土工　一式、
排水工　一式、防護柵工　一式 延野々 舗　装 宇和島道路舗装㈱ 24,150,000 建設環境課

Ｈ25.11.27 松野町有害獣解体処理施設厨房機器整備事業
厨房機器一式（解体処理施設用：プレハブ冷蔵庫・プレハブ冷凍庫・調
理台等） 富　岡 物品購入 豊田冷機工業㈱ 9,555,000 産業振興課

Ｈ25.11.27 松野中学校屋内運動場耐震補強工事設計監理業務委託 設計監理　松野中学校屋内運動場の耐震補強　鉄骨造　923㎡　１棟 延野々 設計監理 ㈱松浦設計 5,040,000 教育課

Ｈ25.11.27 松野町内頭首工調査業務委託 頭首工の位置及び規格等の確認 町　内 その他 ㈲鬼北調査設計 840,000 産業振興課

Ｈ25.11.27 松野町育苗栽培システム改修工事 温室内環境制御システム改修工事、プールベンチ溶液管理システム改
修工事、温湯暖房ラインポンプ制御装置改修工事　一式 吉　野 建　築 三菱農機㈱ 13,545,000 産業振興課

Ｈ25.11.27 松野町有害獣解体処理施設整備工事 建築工事・給排水衛生設備工事・空気調和設備工事・電気設備工事　一
式　106.56㎡（旧ガラス工房工房室） 富　岡 建　築 ㈴松野建設 25,935,000 産業振興課

Ｈ25.11.27 松野町国民健康保険中央診療所及び松野町保健センター改修工事
屋上防水工事（シート防水補修、笠木取合い補修、ドーマ廻り補修等）、
内部補修工事（収納棚移設、天井補修、クロス補修等）等 延野々 建　築 金谷建設㈴ 5,092,500 中央診療所

Ｈ25.11.27 目黒9-20がけ崩れ防災対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝21ｍ　石積工　Ａ＝74㎡　Ｕ型水路　Ｌ＝
20ｍ　取壊しコンクリ－ト　Ｌ＝９ｍ　場所打コンクリ－ト　Ｌ＝
９ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝22ｍ

目　黒 土　木 金谷建設㈴ 8,108,241 建設環境課

Ｈ25.11.27 奥野川1-21がけ崩れ防災対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝17ｍ　石積工　Ａ＝38㎡　１号Ｕ型水路　
Ｌ＝16ｍ　２号Ｕ型水路　Ｌ＝10ｍ　取壊しコンクリ－ト　Ｌ＝17
ｍ　法面保護工　Ａ＝20㎡　仮設防護柵　Ｌ＝17ｍ

奥野川 土　木 南予開発㈲ 12,511,921 建設環境課

Ｈ25.11.27 町道桑奥線改良工事 Ｌ＝75.00ｍ　W＝3.0（4.0）ｍ　土工　一式、擁壁工　一式、ブロック積
工　一式、排水工　一式、法面保護工　一式、雑工　一式、舗装工　一式 豊　岡 土　木 金谷建設㈴ 10,645,388 建設環境課

Ｈ25.11.27 史跡河後森城跡環境整備工事 広場整地161.9㎡、遺構表示５基（ＳＢ３、ＳＢ７、ＳＢ８、ＳＢ９、塀庇
跡）、園路整備46.7ｍ、索道設置・運搬、整理伐 等 松丸・富岡 土　木 ㈴松野建設 16,275,000 教育課

Ｈ25.12.10 虹の森公園改修事業設計監理業務委託 虹の森公園改修工事に伴う設計監理業務 延野々 設計監理 ㈱エリアトータルプランニング 6,300,000 産業振興課
Ｈ25.12.10 松野町ため池一斉点検業務委託 ため池６箇所 町　内 その他 ㈲リード設計事務所 2,205,000 産業振興課

Ｈ25.12.19 西の川地区農道整備事業測量設計業務委託 測量設計　Ｌ＝250ｍ 目　黒 その他 ㈲鬼北調査設計 2,310,000 産業振興課

Ｈ25.12.19 小集落改良住宅松丸第一・第二団地テラス設置工事 テラス設置工事　10箇所 松　丸 建　築 ㈲太田工務店 3,276,000 建設環境課

Ｈ25.12.19 小集落改良住宅松丸第二団地軒樋改修工事 軒樋改修工事　10箇所 松　丸 建　築 山本工務店 1,522,500 建設環境課

Ｈ26. 2.14 松野町農林公社ビニールハウス（Ａ棟外張）改修工事 被覆資材一式、ハウス資材一式、工事費一式 吉　野 建　築 ㈲四国農設 1,449,000 産業振興課

Ｈ26. 2.14 消防用投光器・発電機購入事業 消防団用投光器・発電機 松　丸 物品購入 喜多商事㈱ 564,900 総務課
Ｈ26. 2.14 町道上目黒浅辺線測量設計業務委託 路線測量設計　Ｌ＝350ｍ 目　黒 その他 ㈲橋本測量設計 3,255,000 建設環境課

Ｈ26. 2.14 松野町公共施設浄化槽維持管理業務委託　第１ブロック
平成26年度公共施設浄化槽の点検並びに水質管理（薬剤投入を含む）
／第１ブロック：芝不器男記念館外19施設 町　内 保守・管理 ㈲きほくクリーンウェイ 324,000 総務課

Ｈ26. 2.14 松野町公共施設浄化槽維持管理業務委託　第２ブロック
平成26年度公共施設浄化槽の点検並びに水質管理（薬剤投入を含む）
／第２ブロック：中央診療所・保健センター外36施設 町　内 保守・管理 ㈲きほくクリーンウェイ 302,400 総務課

Ｈ26. 2.14 林道上目黒線災害復旧工事 切土　Ｖ＝234㎥　法面整形工　Ａ＝158㎡　法面保護工　Ａ=355㎡
残土処理工　Ｖ＝223㎥ 目　黒 土　木 南予開発㈲ 840,000 産業振興課

Ｈ26. 2.14 目黒9-20集落・避難路保全斜面地震対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝11ｍ　石積工　Ａ＝34㎡　Ｕ型水路　Ｌ＝
11ｍ　ストンガ－ド　Ｌ＝32ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝10ｍ 目　黒 土　木 中山産業㈱ 4,398,069 建設環境課

Ｈ26. 2.14 奥野川1-21集落・避難路保全斜面地震対策工事

法覆コンクリート　Ｌ＝14ｍ　石積工　Ａ＝32㎡　１号Ｕ型水路　
Ｌ＝15ｍ　３号Ｕ型水路　Ｌ＝３ｍ　ストンガ－ド　Ｌ＝30ｍ　取
壊しコンクリ－ト　Ｌ＝14ｍ　場所打コンクリ－ト　Ｌ＝31ｍ　法
面保護工　Ａ＝70㎡　仮設防護柵　Ｌ＝14ｍ

奥野川 土　木 中山産業㈱ 10,898,901 建設環境課

Ｈ26. 3.14 虹の森公園改修工事 建築工事・給排水衛生設備工事・空気調和設備工事・電気設備工事・備
品設備工事　一式　　増築部分　250.32㎡ 延野々 建築 ㈴松野建設 170,100,000 産業振興課

４月１日付の松野町機構改革によって、新しい課が新設されたほか、
庁舎内の事務所配置が次のとおり変更となりました

平成２5年６月～平成２６年３月までの入札結果の概要

【課名の変更と業務分担】
① 旧産業振興課の農林部門が独立して「農林課」が新設
されました。

② 旧産業振興課の商工観光部門と総務課の企画部門が統
合して「企画振興課」が新設されました。

③総務課内に新たに「危機管理室」が新設されました。
④産業振興課が廃止となりました。

【庁舎内事務所配置の変更】
①企画振興課と農林課が本庁舎１階に新設されました。
　※ 農林支援センターは、吉野（農林公社施設）から農
林課内（本庁舎）へ移動しました。

② 建設環境課が別館２階から本庁舎２階に移動しまし
た。
③危機管理室が別館２階に新設されました。
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Informationお し ら せ

　

農
業
委
員
会
と
は
、「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
い
て
、
農
業
生
産
力
の
発
展
及
び
農
業
経
営
の

合
理
化
を
図
り
、
農
業
者
の
地
位
の
向
上
に
寄
与
す
る

た
め
に
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
行
政
委
員
会
で
す
。

　

農
業
委
員
会
の
業
務
は
３
つ
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、

必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
令
業
務
、
必
要
に
応

じ
て
行
う
事
が
出
来
る
農
業
振
興
業
務
及
び
意
見
の
公

表
、
行
政
庁
へ
の
建
議
、
諮
問
に
対
す
る
答
申
の
業
務

が
あ
り
ま
す
。

　

法
令
業
務
と
は
農
業
委
員
会
だ
け
が
専
属
的
な
権
限

と
し
て
行
う
業
務
で
あ
り
、
農
地
の
権
利
移
動
に
つ
い

て
の
許
認
可
や
農
地
転
用
の
業
務
を
中
心
と
し
た
農
地

行
政
の
執
行
で
す
。
ま
た
、
農
地
の
関
連
す
る
資
金
や

税
制
な
ど
の
業
務
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
業
務
は
、

地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
た
優
良

農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
に
と
っ
て
特
に
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

農
業
振
興
業
務
と
は
、
農
業
委
員
会
だ
け
が
専
属
的

に
行
う
業
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
業
者
の
公
的
な

代
表
機
関
と
し
て
農
地
の
確
保
、
有
効
利
用
と
担
い
手

の
確
保
、
育
成
を
中
心
に
地
域
農
業
の
振
興
を
図
っ
て

い
く
業
務
で
す
。
力
強
い
地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
観

点
か
ら
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
業
務
で
す
。

ま
た
、
農
業
及
び
農
業
者
に
関
す
る
調
査
研
究
や
情
報

提
供
等
の
活
動
も
地
域
農
業
の
発
展
、
農
業
者
の
自
主

性
の
発
揮
等
の
観
点
か
ら
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

意
見
の
公
表
、
行
政
庁
へ
の
建
議
、
諮
問
に
対
す
る

答
申
の
業
務
と
は
、
農
業
委
員
会
の
行
政
機
関
と
し
て

の
性
格
よ
り
も
、
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
と
し
て
の

性
格
を
前
面
に
押
し
出
し
た
も
の
で
、
そ
の
具
体
化
の

た
め
に
意
見
の
公
表
や
建
議
・
答
申
の
機
能
が
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
松
野
町
の
農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ
っ
て

選
出
さ
れ
た
委
員
10
人
と
、
町
長
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ

た
委
員
７
人(

農
業
協
同
組
合
、
農
業
共
済
組
合
お
よ
び

土
地
改
良
区
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
委
員
各
１
人
、
議
会

か
ら
の
推
薦
に
よ
る
学
識
経
験
を
有
す
る
委
員
４
人
）

の
合
計
17
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
会
長
は
、
農
業
委
員
の
中
か
ら
互
選
に

よ
り
選
出
さ
れ
ま
す
。
会
長
は
農
業
委
員
会
を
代
表
し
、

毎
月
定
例
総
会
を
招
集
し
、
農
地
法
等
に
基
づ
い
て
、
農

地
の
売
買
や
農
地
転
用
な
ど
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
や
農
地
に
関
す
る
ご
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
何
か
あ
り
ま
し
た
ら

地
元
の
農
業
委
員
さ
ん
や
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

松
野
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
４

農
業
委
員
会
の
業
務
に
つ
い
て

農業委員会だより（５月号）

平成２６年度公共工事の発注の見通しについて

工事の名称 工事実施場所 工事期間 工事
種別 工事の概要 入札及び

契約の方法

入札を行う時期
担当部署名第１四半期

（４月～６月）
第２四半期
（７月～９月）

第３四半期
（10月～12月）

第４四半期
（１月～３月）

目黒消防車庫建築工事 松野町大字目黒 ７月～１月 建築 建築工事、設備工事一式 指名競争入札 ○ 総務課

発芽室・養生室改修事業 松野町大字吉野 ９月～３月 建築
建築工事一式、解体処理・産廃
処理一式、電気・給排水工事一
式外

指名競争入札 ○ 農林課

葛川富岡線道路改良事業 松野町大字吉野 10月～２月 土木 Ｌ＝100ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ、
土工一式外 指名競争入札 ○ 建設環境課

上目黒浅辺線道路改良事業 松野町大字目黒 10月～２月 土木 Ｌ＝100ｍ、Ｗ＝4.0（5.0）ｍ、土工
一式外 指名競争入札 ○ 建設環境課

舗装修繕事業 松野町大字豊岡外 10月～１月 土木 舗装修繕　Ｌ＝1.0㎞ 指名競争入札 ○ 建設環境課

蕨生2-26がけ崩れ防災対策工事 松野町大字蕨生 ８月～12月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝9.0ｍ、
排水工一式外 指名競争入札 ○ 建設環境課

富岡7-13集落・避難路保全
斜面地震対策工事 松野町大字富岡 ８月～12月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝33.0

ｍ、排水工一式外 指名競争入札 ○ 建設環境課

豊岡6-7集落・避難路保全
斜面地震対策工事 松野町大字豊岡 ８月～12月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝20.0

ｍ、排水工一式外 指名競争入札 ○ 建設環境課

奥野川1-18集落・避難路保
全斜面地震対策工事 松野町大字奥野川 ８月～12月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝15.0

ｍ、排水工一式外 指名競争入札 ○ 建設環境課

小集落改良住宅松丸第２団
地テラス設置工事 松野町大字松丸 ６月～９月 建築 テラス設置工事一式（10戸） 指名競争入札 ○ 建設環境課

東小学校体育館耐震補強工事 松野町大字吉野 12月～３月 建築 耐震補強工事一式外 指名競争入札 ○ 教育課

中学校体育館用トイレ建設事業 松野町大字延野々 １月～３月 建築 建築工事一式外 指名競争入札 ○ 教育課

史跡河後森城跡環境整備工事 松野町大字松丸・富岡 ９月～３月 土木 史跡公園としての環境整備工事
一式 指名競争入札 ○ 教育課

　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成12年法律第127号）第７条及び同法施行令（平成13年
政令第34号）第５条の規定に基づき、松野町において発注することが見込まれる工事について、工事の名称、概要、
入札を行う時期などの公共工事の発注見通しに関する事項を公表します。
※ ここに公表する内容は、公表時点での予定であるため、実際に発注する工事が公表内容と異なる場合、またはここに公表されてい
ない工事が発注される場合があります。（※この公表における公共工事は、250万円を超えると見込まれるものが対象となります。）

平成26年４月１日現在
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吉
野
生
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
お
知
ら
せ

　

吉
野
生
公
民
館
で
は
、
身
近
な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
、
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
は
、
３
Ｂ
体
操
体
験
教
室
を
２
回
と
、
６
月
に
は
、

卓
球
教
室
を
４
回
行
い
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１　

３
Ｂ
体
操
体
験
教
室

【
日　
　

時
】
５
月
13
日
㈫
・
20
日
㈫

19
時
30
分
〜
20
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

【
場    

所
】 

吉
野
生
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

【
募
集
人
員
】
10
名
程
度　

※
専
門
講
師
が
指
導
し
ま
す
。

　

ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ
ル
タ
ー
な
ど
の
手
具
を
使
い
音
楽
に

合
わ
せ
て
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
す
。　

　

中
高
年
の
女
性
に
人
気
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
す
。
動
き

や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
５
月
₁₂
日
㈪　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
行
政
相
談
員
（
有
馬
節
男
）

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
５
月
₁₂
日
㈪　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
５
月
₁₂
日
㈪　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

・
70
歳
と
な
る
誕
生
月
の
翌
月
（
各
月
１
日
が
誕
生
日
の
方

は
そ
の
月
）
の
診
療
か
ら
、
窓
口
負
担
は
69
歳
ま
で
の
３
割

か
ら
２
割
に
な
り
ま
す
。

・
窓
口
負
担
に
は
月
ご
と
の
負
担
限
度
額
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
70
歳
か
ら
２
割
負
担
と
な
る
人
は
、
69
歳
ま
で
と

比
べ
て
負
担
限
度
額
が
下
が
り
ま
す
。

・
一
定
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
３
割
負
担

で
す
。

【
平
成
₂₆
年
４
月
１
日
ま
で
に
₇₀
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人

（
誕
生
日
が
昭
和
₁₉
年
４
月
１
日
ま
で
の
人
）】

・
平
成
26
年
４
月
以
降
も
窓
口
負
担
は
１
割
の
ま
ま
変
わ
り

ま
せ
ん
。

・
窓
口
負
担
の
月
ご
と
の
負
担
限
度
額
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

・
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
３
割
負
担

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
民
課　

保
険
事
業
担
当

☎
42
・
１
１
１
３

₇₀
歳
か
ら
₇₄
歳
の
人
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て

【
窓
口
負
担
の
見
直
し
】

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
人
の
窓
口
負
担
は
、
平
成
18
年
の
法
改

正
に
よ
り
平
成
20
年
４
月
か
ら
２
割
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

特
例
措
置
で
こ
れ
ま
で
１
割
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
70
歳
か
ら
74
歳
の
人
の
負
担
が
前
後

の
世
代
に
比
べ
低
く
な
る
と
い
う
状
況
が
あ
り
、
よ
り
公
平

な
仕
組
み
と
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
見
直
す
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢
者
の
生
活
に
大
き
な
影
響

が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

①
平
成
26
年
４
月
以
降
新
た
に
70
歳
に
達
す
る
人
（
69
歳
ま

で
３
割
負
担
だ
っ
た
人
）
か
ら
２
割
と
、
既
に
70
歳
に
な
っ

て
い
る
人
は
１
割
に
据
え
置
く

②
月
ご
と
の
負
担
限
度
額
を
定
め
る
高
額
療
養
費
に
つ
い

て
、
特
例
措
置
に
よ
り
低
く
設
定
し
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
負

担
限
度
額
を
据
え
置
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
見
直
し
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
平
成
₂₆
年
４
月
２
日
以
降
に
₇₀
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人

（
誕
生
日
が
昭
和
₁₉
年
４
月
２
日
以
降
の
人
）】

後期高齢者医療保険料が変わります
　後期高齢者医療制度では、医療給付費に見合う保険料収入を確保し、
健全な運営を維持するため、２年に１度保険料の見直しを行っていま
す。医療給付費は、高齢化の進展や医療の高度化などにより、年々増
加しています。愛媛県後期高齢者医療広域連合では、保険料の上昇を
できる限り抑制するため、愛媛県財政安定化基金を活用することとし
た上で、平成26・27年度の保険料を次のとおり改定しました。

【平成₂₆・₂₇年度保険料（１人当たり年額）】

【保険料の計算方法】
　１人当たりの保険料は、被保険者が均等に負担する「均等割額」と
被保険者の前年所得に応じた「所得割額」の合計となります。

【保険料の負担を軽減します】
①所得の低い人の軽減…世帯の所得水準に応じて、均等割額を最大９
割軽減します。今回から、２割軽減と５割軽減の対象が拡大されまし
た。また総所得金額等から33万円（基礎控除額）を差し引いた金額が
58万円以下の方は、所得割額を５割軽減します。
②被用者保険の被扶養者だった人の軽減…制度に加入する前日に、会
社の健康保険などの被用者保険の被扶養者だった人（国民健康保険・
国民健康保険組合は除く）は、所得割額の負担はなく、均等割額が９
割軽減されます。

【年金収入ごとの保険料額（単身世帯の一例）】

平成26・27年度 平成24・25年度
均等割額 45,231円 44,194円
所得割率 9.05％ 8.72％
限　度　額 570,000円 550,000円

保険料（年額）
＊10円未満切捨て

限度額57万円
＝

均等割額
＋

所得割額

45,231円 総所得金額等－33万円　　　所得割率　　　　　　　×　　　　　 【基礎控除額】　　 　  9.05％（ ）

【社会全体で制度を支えています】
　医療にかかる費用のうち、医療機関等で支払う窓口負担を除いた費
用を、公費（国・県・市町の負担金）で約５割、後期高齢者支援金（現
役世代の保険料）で約４割、残りの約１割を被保険者が保険料として
負担し、社会全体で後期高齢者医療制度を支えています。

【問い合わせ先】愛媛県後期高齢者医療広域連合
☎089－911－7733　FAX089－911－7735
松野町町民課　保険事業担当　☎42－1113

年金収入 軽減割合 平成26・27年度
保険料額（年額）

平成24・25年度
保険料額（年額）

比　較
（年額）

80万円 均等割９割軽減 4,520円 4,410円 110円増
150万円 均等割8.5割軽減 6,780円 6,620円 160円増

200万円 均等割２割軽減所得割５割軽減 57,450円 55,840円 1,610円増
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愛
媛
県
で
は
、
町
内
の
県
管
理
道
路
の
草
刈

り
を
自
治
会
、
婦
人
会
、
老
人
会
な
ど
の
団
体

に
有
償
で
委
託
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
次
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
、

受
託
し
て
く
れ
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
毎
年
４
〜
５
月
頃
に
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

【
県
管
理
道
路
】（
国
）
３
８
１
号
及
び
県
道

【
募
集
時
期
】
毎
年
４
〜
５
月
頃

【
委
託
料
支
払
】

草
刈
り
完
了
後
、
10
日
以
内
に
現
地
確
認
し
、
実
施
面
積
に

応
じ
て
県
が
定
め
た
金
額
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

【
委
託
条
件
】

①
草
刈
面
積
が
１
，
０
０
０
㎡
以
上

②
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
（
保
険
料
は
委
託
料
に
含
め
て
お

支
払
し
ま
す
）

【
そ
の
他
】

①
原
則
と
し
て
年
１
回
の
草
刈
で
す
。

②
複
数
の
団
体
で
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

③
実
施
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
話
し
合
い
の
上
、
決
定
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
県
南
予
地
方
局
建
設
部
道
路
課

☎
０
８
９
５
・
2
2
・
５
２
４
０

Informationお し ら せ

不
妊
相
談
の
ご
案
内

　

私
た
ち
っ
て
不
妊
な
の
？
何
が
原
因
な
の
か
し
ら
？

　

ど
こ
に
行
け
ば
検
査
や
治
療
が
受
け
ら
れ
る
の
？

　

不
妊
治
療
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

な
ど
悩
み
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

愛
媛
県
心
と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
、
面
接
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

１　

電
話
相
談

【
日　

時
】
毎
週
水
曜
日　

13
時
〜
16
時

【
担　

当
】
保
健
師
等

２　

面
接
相
談

【
日　

時
】
月
1
回
（
完
全
予
約
制
）
※
予
約
時
間
は
毎
週

水
曜
日
13
時
〜
16
時

【
場　

所
】
愛
媛
県
心
と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー　

1
階

【
担　

当
】
不
妊
相
談
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

医
師
及
び
助
産
師
等

３　

問
い
合
わ
せ
先　

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
８
９
）
９

２
７
・
７
１
１
７
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
個
人
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

　

春
の
バ
ラ
が
咲
き
乱
れ
る
バ
ラ
公
園
を
舞
台
に
、
モ
ノ
マ

ネ
タ
レ
ン
ト
み
か
ん
さ
ん
、
恋
愛
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
荒
牧
佳
代

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
恋
愛
向
上
ト
ー
ク
や
心
理
テ
ス
ト

で
恋
愛
指
数
を
上
げ
、
結
婚
力
を
磨
き
ま
せ
ん
か
？ 

【
日　

時
】
5
月
25
日
㈰

【
場　

所
】
よ
し
う
み
バ
ラ
公
園
（
今
治
市
大
島
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
県　

今
治
支
局
商
工
観
光
室

☎ 

０
８
９
８
・
22
・
８
５
９
８

瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
バ
ラ
祭
り
よ
し
う
み
～
恋
愛
指
数
Ｕ
Ｐ
！
島
ｄ
ｅ
婚
ト
レ
～

愛
顔︵
え
が
お
︶が
あ
ふ
れ
出
る
感
動
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集
！

　

皆
さ
ん
が
日
常
生
活
で
「
愛
顔
」
が
あ
ふ
れ
出
た
感
動
の

体
験
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
知
事
賞
・
特
別
賞
受
賞
作
品
に

つ
い
て
は
、
声
優 

水
樹
奈
々
さ
ん
の
朗
読
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
加
え
た
動
画
作
品
を
制
作
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
配
信
す
る
予
定
で
す
。

【
募
集
期
間
】
〜
7
月
15
日
㈫

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
県　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
９
７
２

夜
間
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
の
日
程

　

愛
媛
県
で
は
、
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
に
つ
い
て
情
報
提
供

を
含
む
普
及
啓
発
を
行
い
、
エ
イ
ズ
検
査
の
浸
透
、
普
及
を

図
る
た
め
、
６
月
１
日
〜
７
日
を
「
愛
媛
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
管
理
道
路
草
刈
委
託
事
業
の
お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
・
集
合
注
射
の
日
程
は
、

次
の
２
日
間
で
す
。

　

町
内
各
地
を
巡
回
し
ま
す
が
、
詳
し
い
場
所
・
時
間
等
に
つ

い
て
は
、
別
途
か
い
ら
ん
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

登
録
犬
の
飼
い
主
の
人
に
は
ハ
ガ
キ
を
送
り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
日
程
と
巡
回
地
区
】

５
月
12
日
㈪

吉
野
・
蕨
生
・
松
丸
・
延
野
々
・
奥
野
川
・
蕨
生

５
月
13
日
㈫

豊
岡
前
・
富
岡
・
上
家
地
・
目
黒
・
豊
岡
後
・
延
野
々
（
五
郎

丸
）、
松
野
町
役
場

※
当
日
は
、
費
用
（
釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
）、
案
内
は

が
き
（
登
録
犬
の
み
）、
ウ
ン
チ
袋
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
お
願
い
】

　

生
後
90
日
を
越
え
た
犬
は
、
登
録
と
年
１
回
の
予
防
注
射

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
登
録
は
１
回
限
り
で
す
。
登

録
し
た
犬
の
所
在
地
や
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
、
ま
た
、
犬

が
死
亡
し
た
場
合
は
届
出
を
し
て
鑑
札
を
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
建
設
環
境
課　

☎
42
・
１
１
１
５

　

体
育
館
用
の
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

２　

卓
球
教
室

【
日　
　

時
】
６
月
４
日
㈬
・
11
日
㈬
・
18
日
㈬
・
25
日
㈬

19
時
30
分
〜
21
時
30
分
（
お
お
む
ね
２
時
間
）

【
場　
　

所
】 

吉
野
生
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

【
募
集
人
員
】
10
名
程
度

※
体
育
館
用
の
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

３　

問
い
合
わ
せ
先

吉
野
生
公
民
館　

☎
42
・
０
８
０
１

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
次
の
と
お
り
夜
間
エ
イ
ズ
相
談
・
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
・
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
、
陰
性
の
場
合

は
当
日
30
分
程
度
で
結
果
を
お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。

【
日　

時
】
６
月
３
日
㈫
17
時
〜
19
時
30
分
（
※
予
約
不
要
） 

【
場　

所
】
宇
和
島
保
健
所
（
南
予
地
方
局
１
階
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
宇
和
島
保
健
所 

健
康
増
進
課 

感
染
症
対
策

☎
０
８
９
５
・
22
・
５
２
１
１　

内
線
２
５
７

※
通
常
の
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
は
、
毎
週
火
曜
日
（
受
付
：

10
時
〜
11
時
）
宇
和
島
保
健
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ
　平成26年度の健康診査・各がん検診の日程は、次の表のとおりになります。
　自分の健康状態を把握するためにも、年に１度は受診しましょう。

平成2₆年度　各がん検診・健康診査日程予定表

子宮頸がん検診

肺がんＣＴ検診

日　程 場　　　所
５月19日㈪ 松野町保健センター
　　20日㈫ 目黒基幹集落センター
　　21日㈬ 吉野生交流促進センター
　　23日㈮ 松野町保健センター
10月29日㈬ 松野町保健センター

日　程 場　　　所
11月18日㈫ 目黒基幹集落センター（午前）
　　18日㈫ 松野町保健センター（午後）
　　20日㈭ 吉野生交流促進センター
　　21日㈮ 松野町保健センター

乳がんマンモ検診

日　程 場　　　所
５月26日㈪ 吉野生交流促進センター
　　27日㈫ 目黒基幹集落センター（午前）
　　27日㈫ 松野町保健センター（午後）
６月６日㈮ 松野町保健センター

７月17日㈭ 松野町保健センター
「骨量測定あり」

健　康　診　査　日　程

日　程 場　　　所
５月30日㈮ 松野町コミュニティセンター
６月20日㈮ 森の国ふれあいセンター
　　27日㈮ 豊　岡　前　公　民　館
　　30日㈪ 松　野　町　隣　保　館
７月29日㈫

松　野　南　小　学　校
　　30日㈬
９月４日㈭ 奥野川住民センター
　　５日㈮ 蕨　生　集　会　所
10月７日㈫ 富　岡　公　民　館
　　８日㈬ 上　家　地　集　会　所
　　17日㈮ 延　野　々　集　会　所
　　23日㈭

吉野生交流促進センター
　　24日㈮
11月３日㈪ 保　健　セ　ン　タ　ー

（健康診査・胃がん・大腸がん・前立腺がん・胸部検診）

※保健師の地区担当が次のようになります。

松丸・豊岡後・富岡 上本　惠子
延野々・豊岡前 沖野　健治
上家地・目黒・吉野・蕨生・奥野川 瀧本　由紀

　地区担当が中心となりますが、全体で対応させてい
ただきますので健康に関することなど、何か相談した
いことがありましたら、お気軽に声をかけてください。

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

吉
　
野
　
奥
平
ヨ
シ
子
　
　
88
歳

松
　
丸
　
宇
都
宮
弥
太
郎
　
　
94
歳

豊
　
岡
　
関
本
　
庄
松
　
　
84
歳

豊
　
岡
　
清
家
　
菊
惠
　
　
91
歳

延
野
々
　
居
村
　
竹
子
　
　
98
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

川
内
　
秋
男
　
　
豊
　
岡

椙
山
美
千
代
　
　
宇
和
島
市

井
上
　
六
廣
　
　
松
　
丸

真
田
　
　
格
　
　
延
野
々

関
本
　
春
男
　
　
豊
　
岡

上
田
　
雄
一
　
　
豊
　
岡

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町 の 人 口

世帯数　2,042世帯（＋５世帯）

総人口　4,301人 （－12人）
男2,026人　女2,275人
（３月中の異動）

　　○出　生　０人　○死　亡　７人
　　○転　入　35人　○転　出　40人

平成26年３月31日現在
※外国人を含みます。

お詫びと訂正
　４月号の退任のあいさつで中央診療所嶋本副所長の名前が誤って表記されました。正しくは「嶋本純也」先生です。訂正の上、
お詫び申し上げます。
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５月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

２ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野・蕨生・奥野川

３ 土 滑床自然観察登山 当市立宇和島病院外科☎25-1111
当市立宇和島病院内科☎25-1111

当市立宇和島病院小児科☎25-1111
当旭川荘南愛媛病院☎45-1101

４ 日 当  JCHO（ジェイコー）宇和島病院外科（旧宇和島社会保険病院）☎22-5616
当  JCHO（ジェイコー）宇和島病院内科（旧宇和島社会保険病院）☎22-5616

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当市立津島病院☎32-2011

５ 月 当宍戸脳神経クリニック☎22-0597
当和霊町松浦内科☎23-1510

当山下小児科☎23-0055
当町立北宇和病院☎45-1221 可葛川以外町内全域

６ 火 当加藤整形外科☎22-7111
当田中循環器科内科☎22-0504

当こおり小児科☎24-5633
当松野町国保中央診療所☎42-0707 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

７ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

８ 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

９ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

10 土

11 日 消防団春期訓練会 当二宮整形外科☎25-8600
当宇都宮内科胃腸科☎25-7228

当こばやし小児科☎23-1150
当ふじいし医院☎58-4901

12 月 可葛川以外町内全域

13 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

14 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

15 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

16 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

17 土

18 日 当小川クリニック☎23-3599
当松澤循環器科内科☎25-5858

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当松崎クリニック☎58-4828

19 月 子宮がん検診／松野町保健センター　　　13：30～14：30 可葛川以外町内全域

20 火 子宮がん検診／目黒基幹集落センター　　13：30～14：30 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

21 水 子宮がん検診／吉野生交流促進センター　13：30～14：30 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

22 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

23 金 子宮がん検診／松野町保健センター　　　13：30～14：30 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

24 土 酒蔵「伊予美人ライブ」Vol.22　18：30（開演）

25 日 当上甲外科クリニック☎25-5811
当笹岡内科☎24-3886

当山下小児科☎23-0055
当鈴木外科☎52-0104

26 月 乳がんマンモ検診/吉野生交流促進センター  
前９：30～11：30　後13：30～15：30 可葛川以外町内全域

27 火 乳がんマンモ検診／目黒基幹集落センター　９：30～11：00
乳がんマンモ検診／松野町保健センター　　13：30～15：30 不豊岡・延野々・富岡・目黒

28 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

29 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

30 金 松丸地区（上）健康診断/松野町コミュニティセンター
７：30～10：30

可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

31 土

当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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